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解

題

木

石

園

詩

話

　

　

　
一

卷

　

　

　

　

　
　

久

保

善

教

著

　

此

書

は

詩

は

三

百

篇

に

淵

源

す

る

こ

と

よ

り
、唐

宋

元

明

各

代

各

種

の

風

格

あ

る

を

論

じ
、

我

邦

の

詩

の

始

め

よ
り

、徂

徠

南

郭

等

の

詩

風

に

論

及

せ
り

、大

要

宋

詩

に

左

袒

す

る

も

の

ゝ
如

し
、其

の

他
、作

詩

者

の

心

得

と

す

べ

き

こ

と

を

雜

然

と

論

じ

だ
り

、且

同

時

の

名

家

又

は

同

藩

知

友

の

作

を

録

せ
り

、但

此

書

は

寫

本

に

て

傳

は

り

て
、未

だ

上

梓

せ

ら

れ

ず
。

　

著

者

は

越

前

大
野

の
藩

士

な
り

、其

の

生

卒

年

月

等

は

未

だ

之

を

詳

に
す

る

能

は

ざ

れ

ど

同

藩

士
、唐

他

山
、松

邨

九

山

等

と

略

そ

の

時

を

同

う

せ

り
。

解

題
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木

石

園

詩

話

越

前

大
野

　
久

保

善

教

甫

學

鵬

夫

詩

有
呂三

鱧
コ

日

風
、二

日

雅
、三

日

頌
、風

者

主
昌

風

釆
門民

俗

歌

謠

之

詩

也
、周

南

召

南

之

類

是

也
.

雅

者

主
昌典

正
雅

樂

之

歌

也
、鹿

鳴

臼

華

之

類

是

也
、頌

者

主
出古

奧
嚇贊

美

之

辭

也
、周

頌

魯

頌

之

類

是

也
、叉

體

中

有
昌三

用
曲賦

比

興

是

也
、賦

者

直

言
昌

其

事
嚇不
v假
属比

喩
肉梱
轟視
γ花

詠
7花

是

也
、比

者

喩
昌他

物
嚇不
昌直

言
ツ之
、獪
ヨ以
γ花

比
昌美

人
噂是

也
、興

者

威
v彼

而

詠
γ此
、獪
"過
昌故

地
而

懐
参古

是

也
、故

詩

之

有
昌三

體

三

用
嚇獪
ヨ機

之

有
昌經

緯
嚊也
、三

軆

各

交
昌三

用
一成
γ

之
、面

詩

道

備

焉
、是

則

學
v詩

之

第

一
義

也
、

　

　

　

　

木

石
園

詩
話

夫
れ
詩
に
三
體
有
り
、
一
に
曰
く
風
、二
に
曰
く
雅
、三
に
曰
く
頌
、

風
は
風
釆
を

主
と
す
、
民
俗
歌
謠
の
詩
な
り
、
周
南
召
南
の
類
是

れ
な
"
、雅
は
典
正
を
主
と
す
、
雅
樂
の
歌

な
り
、
鹿
鳴
白
華
の
類

是
れ
な
り
、頌

は
古

奥

を
主
と
す
、贊
癸

の
辭
な
り
、
周
頌
魯
頌

の
類
是

れ
な
り
、「叉
體
中
に
置
用
有
り
、賦
比
興
是
れ
な
り
、
賦
と

は
直

に
其
事
を
言
ひ
て

比
喩
を
假
ら
す
、獪
ほ
花
を
覗
、
花
を
詠

す
る
が
こ
と
き

是
れ
な
り
、比
と
は

他
物
に
喩

へ
、
直
に
之
を
言

は
す
.獪
ほ
花
を
以
て
美
人
に
比
す
る
が
ご
と
き
、
是
れ
な
り
、
興

と
は
彼

に
感
じ
て
此
を
詠
す
、
獪
倣
故
地
を
過
ぎ
て
、而
し
て
古

を
懐
ふ
が
ご
と
き
是
れ
な
り
、故
に
詩
の
三
體
三
用
有
る
は
、
獪

ほ
機
の
經
緯
有
る
が
ご
と
し
、
三
體
各
三
用
を
交

へ
て
、
之
を
成

す
、而
し
て
詩
道
備
る
.是
れ
則
ち
詩
を
畢
ぶ
の
第

一
遊
な
り
。
詩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



鵬7

　
　
　
　
　
日

本
詩

話
叢

書

詩

經

三

百

篇

、得
昌夫

子

、捌

室

而

善

悪

之

詩
、黒

自

粲

然

分

矣
、豈

可
γ不
v奉
昌崇

之
鱒乎
、其

辭

婉

而

美
、其

、

義

嚴

酊

寛
。從

容

而

不
v逍
、温

厚

而

不
v伎
、是

以

雖

レ刺
L之
、言

者

無
v罪
、聞

者

不
ヒ恨
、且

以
昌俗

話

數

き
具
不

γ能
v了
者
、唯

以
=

言

一蠡
v之
、故

入

也

深

矣
、威

也

切

矣
、美

和
"人

心
一之

術
、無
昌以

加

一焉
.至
昌其

精

誠
n豈

唯

和
昌人

心
一而

巳

哉
、至
下動
昌天

地
助感
二鬼

棘
嚇百

獸

舞
レ庭
、

群

鳥

集
う屋
、是

亦

詩

之

所

轟以

爲

τ妙

也
、物

盛

必

褻
、

獪
昌四

時

之

相

循

環
嚇周

溢

既

裏
、春

秋

變

爲

昌戰

國

之

世
h屈

李

起
昌於

楚

國
嚇始

作
昌騷

辭

h其

體

大

獲
、及
慨

漢

揚

雄
・相

如

之

徒

作
7賦
、於
v是

三

百

篇
、降

而

爲

昌

辭

騷

及

賦
盆
ハ
後

李

陵

蘇

武

之

徒
、剏

五̀

言

之

制
嚇

及
"其

季

世
h子

桓

・子

粂

之

徒
、叉

剏
昌古

體

嚇於
v是

古

詩

始

行
、其

後

天

下

分

爲
.煽三

國
朔又

爲
ガ
南

北

兩

朝
噛

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

二

經
三
百
篇
、夫
子
の
刪
定
を
得
て
、
而
し
て
善
悪
の
詩
、
黒
白
粲
然

と
し
て
分
る
、豈
之
を

奉
崇
せ
ざ
る

可
け
ん
や
、其

の
辭
婉

に
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
ソ
コナ

て
美
、
其
義
嚴
に
し
て
寛
、從
容
に
し

で
逍
ら
す
、
濫
厚
に
し
て
伎

・

は
す
、是
を
以
て
之
を
刺
る
と
雖
、
言
ふ
者
罪
無
く
、聞
く
者
怨
み

す
、且
つ
俗
話
數
嘗
を
以
て
、
了
す
る
能

は
ざ
る
者
も
、
唯

】
言
を

以
て
之
を
毳
す
、
故
に
入
る
こ
と
深
く
、
感
す
る
こ
と
切
な
ゆ
、夫

れ
人
心
を
和
す
る
の
術
以
て
加
ふ
る
無
し
、共
の
精
誠
に
至
り
て

は
、豈
唯
人
心
を
和
す
る
の
み
な
ら
ん
や
、天
地
を
動
か
し
、
鬼
紳

を
感
じ
、百
獸
庭
に
舞
ぴ
、
群
鳥
屋

に
集

る
に
至
る
、
是
亦
詩
の
妙

と
爲
す
所
以
な
り
.
物
盛
な
れ
ば
必
す
褻
ふ
、
獪
ほ
四
時
の
相
ひ

循
環
す
る
が
ご
と
し
、
周
道
既

に
嚢

へ
、
春
秋
變
じ
て
戰
國
の
世

と
爲
り
、屈
李
、楚
國
に
起
り
、始
て
騒

辭
を
作
る
、其
體
大
に
變
す
、

漢
の
揚
雄
・相
如
の
徒
、賦
を
作
る
に
及

ん
で
、是
に
於
て
三
百
篇
、

降
て
辭
騒
及
び
賦
と
爲
る
、其
後

李
陵
蘇
武
の
徒
、
五
言
の
制
を

剏
む
、其
季
世
に
及
ん
、で
子
桓
・子
裳

の
徒
、叉
古
體
を
剏
む
、是

に

於
て
古
詩
始
め
て
行
は
る
、
其
後
天
下
分
れ
て
三
國
と
な
り
、
叉

南
北
濔
朝
と
爲
り
、宋
と
爲
り
濟
と
爲
り
、
梁
と
爲
り
陳
と
爲
り
、
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爲
v宋

爲
γ齊
、爲
v梁

爲
レ陳
、爲
"後

魏

周

隋

詩
{於
v是

詩

道

愈

襄
、僅

不
v絶

如
v縷
、時

至

蓮

開
、天

與
昌詩

道

於

唐
嚇而

使
昌之

又

振
嚇由
v之

詩

遘

復

興
、李

杜

王

參

之

徒
、勃

然

競

出
、然

後

近

體

作

焉
、其

漸

巳

久

矣
、詩

之

世

界
、於
レ是

爲
レ盛
、杜

枚
・居

易

之

徒
.相

繼

而

起
、

以
昌新

奇

尖

巧

之

詩
一從
昌横

于

一
時
門故

詩

風

亦

小

變
、逾

爲
昌五

代
嚇共

詩

纎

佻

薄

弱
、日

以

淪

胥
、宋

興

乃

有
昌四

大

家
嚇范

陸

蘇

黄

之

徒
、皆

以
6豪

邁

之

氣
、

卓

識

之

見
嚇脱
昌李

唐

五

代

舊

習
門別

開
二

家

機

勳
嚇

大

唱
串清

新

之

詩

風
肉宋
詩

殆

欲
昌駕
v唐

而

上
乏

、及
レ

元

雖
昌詩

風

小

變
m率

覦
"宋

人
嚇但

作

者

尤

少
、元

虞

范̀

楊

之

徒
、僅

僅

可
v數

耳
、及
v明

作

者

互

出
4其

最

E

擘

者
、劉

伯

温
・高

季

廸

之

徒

・也
、加
v之

李

獻

吉
・

何

仲

默

竝

起
.以
昌腐

陳
爲

γ趣
、以
6剽

竊
一爲
γ工
、是

以

　
　
　

　
　

木

石

園

詩

話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

後
魏
周
隋

の
詩
と
爲
る
、
是
に
於
て
詩
道
愈
嚢

へ
、
嘆
に
絶
え
ざ

る
差
縷
の
如
し
、
時
至
り
逕
蝋
け
、天
、詩
道
を
唐
に
與

へ
て
而
し

て
之
を
し
て

叉
振
は
し
む
、之
に
由
て
詩
道
復
興
れ
り
、李
杜
王

參
の
徒

勃
然
と
し
て
競
ぴ
出
で
、
然
る
後
に
近
體
作
れ
り
、
其
漸

巳
に
久
し
、詩
の
世
界
.是
に
於
て
盛
な
り
と
爲
す
、
杜
牧
・居
易
の

徒
馬相
ぴ
繼
で
起
り
、薪
奇
尖
巧
の
詩
を
以
て
、
一
時
に
縱
横
す
、
故

に
詩
風
も
亦
小
し
く
變
じ
、
逾

に
五
代
と
爲
る
、其

の
詩
纎
佻
薄

弱
、臼
に
以
て
淪
胥
す
、
宋
興
り
て
乃
ち
四
大
家
有
り
、
范
陸
蘇
黄

の
徒
、皆
豪
邁
の
氣
、卓
識
の
見
を
以
て
、
李
唐
五
代

の
莓
習
を
脱

し
.別
に

一
家
の
機
軸
を
開
き
.大
に
清
新
の
詩
風
を
唱
ふ
、宋
詩

殆
ん
ど
唐
に
駕
し
て
、
之
に
上
ら
ん
と
欲
す
、
元
に
及
び
詩
風
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

し
く
變
す
と
雖
、率
、宋
人
を
狙
と
す
、
但
作
者
尤
少
し
、元
の
虞
范

楊
の
徒
、僅

々
數
ふ
可
き
の
み
、
明
に
及
で
作
者
互
に
出
づ
、其

の

最
も
亘
擘

の
者
は
、
劉
伯
温
・高
季
廸
の
徒
な
り
、
之

に
加

ふ
る
に

李
獻
…吉
」何
伸
默
竝
び
起
り
、
腐
陳
を
以
て
趣
と
爲
↓
、
剽
竊
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　　　　　　　　　　　せ

て
工
と
爲
す
丶
是
を
以
て
風
格
兪
…變
じ
て
愈
嚢
ふ
.
于
鱗
・元
美
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　ぐ

'
い
ふ
者
出
る
に
迄
で
、
愈
釜
之
を
學
ぶ
、盛
唐
を
以
て
ロ
實
と
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
三
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日
本

詩

話
叢
書

風

格

愈

變

愈

寰
、迄
鴾於

于

鱗
・元

美

者

出
h愈

盆

學
レ

之
、以
昌盛

唐
爲

二口

容
h句

句

雷

同
、篇

篇

一
律
、無
昌足
v

観

者
萌

詩

之

弊
、於
ゾ是

乎

極

矣
、袁

中

郎

獨

起
昌其

間
嚇有
レ所
ゴ發

明
h開
昌
一
家

之

見
n文

捨
禺屬

辭

之

陋
嚇詩

去
昌釘

饒

之

蟄

而

革
昌多

年

之

久

弊
一矣
、是

以

識

者

廃

然

反

正
、大

駭
昌海

内

之

耳

目
宙

v之

剽

竊

之

惡

風
、索

然

掃
レ地

焉
、可
v謂
昌大

快

事
一也
、其

餘

欷

獪

未
「

變
、施

及
昌清

代
嚇於

乎
、中

郎

之

洪

幅
、豈

不
赤

大
"乎
、

是

古

今

詩

道

之

大

變

也
、

我

邦

始

唱
γ詩

者
、天

智

帝

時
、以
昌大

友

大

津

二
皇

子
隔爲
昌祀

師
一矣
、而

其

詩

專

取
昌法

於

宋
門華
昌延

天

之

際
旧宋

詩

盛

行
、瀛

杢

律

膸
、聯

珠

詩

格
、幾
ヨ於

家

有
昌

其

書
'矣
、實

可
レ謂
齢文

治

之

世
鞘也
、緊
葆

夲

之

亂
麦

…敏

陵

夷
、及
"鎌

倉

氏

之

覇
{降

爲
"戰

國
{天

卞

之

亂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四

し
、句

々
雷
同
、篇

々

}
律
、硯
る
に
足
る
者
無
し
、明
詩
の
弊
、是
に

於
て
か
極
れ
り
、袁
中
郎
.獨
り
其

の
聞
に
起
り
、
發
明
す
冶
所
有

り
て
、
一
家

の
見
を
開
く
、
文
は
屬
辭

の
陋
を
捨
て

」
、詩
は
釘
短

の
拙
を
去
て
、
而
し
て
多
年
の
久
弊
を
革
む
、是
を
以
て

識
者
廃

然
と
し
て
反
正
し
、
大
に
海
内
の
耳
目
を
駭
か
す
、之
に
由
て
剽

竊

の
悪
風
、索
然
と
し
て

地
を
掃

へ
り
、
大
快
事
と
謂
ふ

可
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

む　
　
　
ア　
ぬ

り
、其
の
餘
敏
獪
ほ
未
だ
變
ぜ
す
、施
い
て
清
代
に
及
ぶ
、
於
乎
、中

郎
の
洪
幅
、豈
亦
大
な
ら
す
や
、是
れ
古
今
詩
道

の
大
彎
な
り
。

我
邦
始
め
て
詩
を
唱
ふ
る
者
は
、
天
智
帝
の
時
、
大
友
大
津
二
皇

子
を
以
て
祀
師
と
爲
す
、
而
し
て
其
詩
は
專
ら

法
を
宋
に
取
る

、

延
天

の
際
に
至
り
て
、
宋
詩
盛
に
行
は
る
、瀛
奎
律
膸
、聯
珠
詩
格
、

家
.
に
其

の
書
有
る
に
幾
し
、實
に
交
治
の
世
と
謂
ふ
可
き
な
り
、

保
雫
の
亂
に
至
て
、
文
轂
陵
夷
し
、鎌
倉
氏
の
覇
た
る
に
及
び
、降

り
て
戰
國
と
爲
り
、天
下
の
亂
極
れ
り
、室
町
氏
興
り
、文
雅
少
し
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極

矣
、室

町

氏

興
、文

雅

少

行
、然

未
昌數

世
嚇而

交

歡

復

廢
、武

威

是

伐
、殆

爲
昌絶

學

之

世

矣
、方
昌是

之

時
ハ

我

紳

租

龍

興
,提
曽三

尺

之

劍
一誅
。夷

群

兇
嚇服
昌海

内
哨

撫
昌四

域
嚇崇
v丈

餓
γ武
、乃

官

議

劒

學̀

按

於

湯

島

臺
嚇

既

延
昌惺

窩
・羅

山

二

先

生
葡

禮
豊遇

之
茵

v之

賢

明

嗣

作
、文

敏

愈

行
、宋

詩

亦

因

昌
、及
島元

碌

之

際
嚇錦

里

先

生

者

出
、始

唱
昌唐

詩
曲風
昌靡

一
世
n然

其

所
γ奉

書
、僅

止
昌於

滄

浪

詩

話
・品

彙
・正

聲
・澹

溟

僞

唐

詩

選
・胡

氏

詩

藪
一而

巳
、而

出
昌其

門
隔者
、自

石
・鳩

集

之

徒
、各

木
駆鐸

於

東

西
h而

擴
昌其

惡

風

於

四

方
「雖
}徂

來
・南

郭

之

徒
、相

繼

而

出
嚇皆

悉

中
"其

毒
一不
v得
レ復
昌

其

迷
門詩

迸

漸

嚢

矣
、近

世

關

左

詩

人
、始

悟
昌其

風

之

僞
嚇極
財ロ

而

痛
働駁

之
唄而

見
昌宋

詩

之

精

紬
欺
邃

醒
`

詩

家

迷

醉
嚇海

内

爲
ジ
之
、至
"僞

詩

滅

亡
嚇雖
ヨ間

有
昌奉

　
　
　
　
　
木

石
園

詩

話

く
行
は
る
、
然
れ
ど
も
未
だ
數
世
な
ら
す
し
て
、交
教
復
廢
し
、
武

威
是
れ
伐
り
、殆
ん
ど
絶
學
の
世
と
爲
れ
め
・、
是

の
時
に
方
て
、
我

禪
狙
龍
興
し
、三
尺
の
劒
を
提
げ
、群
兇
を
誅
夷
し
、海
内
を
服
し
、

四
域
を
撫
で
、文
を
崇
め
、武
を
敢
む
、乃
、官
議
し

て
學
校
を
湯
島

蘯
に
剏
す
、
既
に
し

て

惺
窩
・羅
山
の
一
一先
生
を
延
き
、
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

之
を
禮
遇
す
、
之
に
因
て
賢
明
嗣
で
作
り
文
數
愈
行
は
れ
、
宋
詩

も

亦
因
て
昌
な
り
、
元
碌
の
際
に
及
ん
で
、
錦
里
先
生
と
い
ふ
者

出

で
、
始
て
唐
詩
を
唱

へ
、
一
世
を
風
靡
す
、
然
ど
も
共
の
奉
す
る

所
の
書
は
、僅
に
槍
浪
詩
話
・品
彙
・正
聲
・滄
溟
の
僞
唐
詩
選
・胡
民

の
詩
藪
に
止
る
の
み
、
而
し
て
其
の
門
に
出
る
者
、白
石
・鳩
巣

の

徒
、各
東
西
に
木
鐸
し
て
、其

の
惡
風
を
四
方
に
擴

む
、徂
徠
・南
郭

の
徒
、相
繼

い
で
出
る
と
雖
、
皆
悉
く
其
毒
に
申
り
、
其

の
迷
を
復

す
る
を
得
す
、詩
道
漸
く
嚢
ふ
、
近
世
關
左
の
詩
人
、始
め
て
其
風

の
僞
を
悟
り
"
口
を
極
め
て
之
を
痛
駁
す
、
而
し
て

宋
詩

の
精
榊

を
見
て
、途
に
詩
家
の
迷
醉
を
醒
し
、海
内
之
が
爲
め
に
、
僞
詩
滅

　
　
　
　
　
　
　
ぞ

亡
す
る
に
至
る
、聞
之
を
奉
す
る
者
有
り
と
雖
、
則
ち
僅
に
塞
郷

村
夫
子
の
み
、
何
ぞ
論
す
る
に
足
ん
や
、鳴
呼
、詩
道
の
盛
逕
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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日

本

詩

話

叢

書

レ之
者

嚇則

僅

寒

郷

村

夫

子

而

巳
、何

足
レ論

乎
、鳴

呼
、

詩

道

之

向
昌盛

逕

實

可

v謂

齪

家

之

慶

一也
、

近

來

脩
蕊唐

詩

儒者
、悪
v宋

若
齲寇

讐
嚇甚

者

至
卞蔑

唱親

典

書

h而

丕

近
昌机

案

也

、眞

可
γ謂

偏

剛
口矣
.故

狡

黙

之

徒
、爲

轟此

辭

一云
、作
己宋

詩

一者

,但

嗜
亀嚢

風
嚇而

不
v樂
β盛

風
嚇其

極

陷
昌于

鄙

俗
嚇何

者
、初

未
レ翫
d味

盛

唐

之

卆

穩
爺

悦
昌懌

晩

唐

之

尖

薪
「途

爲

昌宋

詩

葺

、余

也

讀

y之
、不
魯
淵掩
γ卷

穢

吐

、甚

悪
5其

巧

言

奪

ツ理
、何

以

言

γ之
、今

夫

作
γ詩

者
、吾

與
v入

豈

誰

不
〃欲
昌李

穩
荷

啻

唐

詩

面

已

哉
、然

於
轟少

陵

詩
肖獪

有

下極

奕

新

一煮

緑

垂

風

折
レ笋
、紅

綻

雨

肥
レ梅
、戚
γ時

花

濺
v涙
、恨
v別

鳥

驚
レ心
、・翡

翠

鳴
表

桁

粕蜻

蜒

立
昌釣

絲
嚇石

角

鈎
γ衣

破
、

藤

枝

刺

v眼

新
、日

象
v春

有
伊暮
、愁

與
v醉

無

v醒

之

類
、

不
y可
昌墨

數

一也
、由
v是

覦
γ之
、詩

貴
"尖

新

ハ少

陵

既

然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

ふ
.實
に
國
家
の
慶
と
謂
ふ
可
き
な
り
。

近
來
唐
詩
を
脩
む
る
者
、宋
を
悪
む
こ
と
冦
讐
の
若
し
、
甚
し
き

は
其
書
を
蔑
覗
し
て
、
机
案
に

哲
づ
け
ざ
る
に
至
る
、
眞

に
偏
剛

と
謂
ふ
可
し
、故
に
狡
黠
の
徒
、
此
辭
を
爲
し
て
云
ふ
、
宋
詩
を
作

る
者
は
、但
衰
風
を
嗜
み
、
而
し
て
盛
風
を
樂
ま
す
、其
極
、鄙
俗
に

陥
る
、何
と
な
れ
ば
、
初
め
よ
り
未
だ
・盛
唐
の
罕
穩
を
戳
味
せ
す
'

し
て
、晩
唐
の
尖
新
を
悦
懌
し
、逾
に
宋
詩
と
爲
す

の
み
と
、余
や

之
を
讀
み
て
、
覺
え
す
卷
を
掩
ひ
穢
吐
す
、甚
だ
其

の
巧
言
、理
を

奪
ふ
を
惡
む
、何
を
以
て
之
を
言
ふ
、今
夫
れ
詩
を
作
る
者
は
、
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ

と
人
と
豈
誰
か
畢
穩
を
欲
ぜ
ざ
ら
ん
、何
ん
ぞ
啻
唐
詩
の
み
な
ら

ん
や
、然
る
に
少
陵

の
詩
に
於
て
す
ら
、
猫
、
尖
薪
を
趣
む
る
者
有

り
、「線
垂
れ
て
風
、笋
を
折
り
、紅
綻
び
て
雨
、梅
を
肥
や
す
』、『時
に

感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
磯
ぎ
、別
を
恨
み
て
は
鳥

に
も
心
を
驚
か

す
丶
翡
翠
衣
桁
に
鳴
き
、蜻
蜒
、
釣
絲
に
立
っ
」、石
角
衣
を
鈎
し
て

破
り
、
藤
枝
眼
を
刺
し
て

薪
な
り
」「日
、春
と
暮
る
曳
有
り
、愁
、醉

と
醒
む
る
無
し
」の
類
擧
、げ
て
數
ふ
可
ら
す
、是

に
由
て
之
を
観

れ
ば
、詩
の
尖
新
を
徇
ぶ
は
、少
陵
よ
り
し
て

既
に
然
り
、
何
ぞ
獨
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何

獨

晩

唐

之

止

耶
、故

束

坡

學
昌少

陵
h廬

陵

慕
己昌

黎
翌
ハ
他

作

家
、皆

各

有
V所
V法
、然

未

昌嘗

聞
7慕

晩

唐

詩

人

也

、村

學

究

之

徒
、不
μ曉
昌此

義
荏

v口

胡

読
、非

γ愚
則

妄

、何

無

邑忌

揮

一之

甚
、噫
、

學
γ詩

先

要
v知
調

、唐

宋

自

有

唐

宋

之

調
n元

明

自

有
昌元

明

之

調
h豈

可
v混

乎
、明

之
v而

後

可
昌以

言
7詩

也
、余

親
昌近

世

名

家

詩
束

唐

相

混

、元

明

相

雜
、夐

然

一
調
、是

以

一
句

省
昌少

陵
=

句

省
昌東

璽

一
首

之

中

、意

味

不
v接

者
、問

亦

有
v之
、畢

竟

坐
下於

讀
昌諸

集
輌而

不
ゆ能

γ擇
γ之

也
、譬

若
下裁

斷

一
匹

錦
冖而

綴
γ之

了

以
中布

帛
ハ逾

無
γ所
レ成
儒其

用

一也
、學

老

不
γ可
v不
y詳
v之
、』

晩

唐

詩

人
、皆

用
昌力

於

工

緻
嚇故

好

句

佳

絶

者
、往

往

不
レ少

矣

非
獸前

後

作

者

之

所
昌敢

當

幅也
、柳

子

厚
、

月

光

搖
昌淺

瀬
肉風

韻

碎
昌枯

管
嚇是

尖
坊

、壁

筌

殘

月

　
　
　
　
　

木

石

園

詩

話

り
晩
唐
に
之
れ

止
ら
ん
や
、故

に
東
坡
は
・少
陵
を
學
び
、盧
陵

　
　
　
　
　
　
　

　
ぞ

は
昌
黎
を
慕
ふ
、
其
の
他
の
作
家
、皆
各
法
る
所
為
り
、
然
れ
ど
も

未
だ
嘗
て
晩
唐
詩
人
を
慕
ふ
を
聞
か
ざ
る
な
り
、村
學
究
の
徒
、

此
の
義
を
曉
ら
ず
、
ロ
に
任
せ
て
胡
詮
す
、
愚
に
非
れ
ば
則
ち
妄
、

何
ぞ
忌
憚
無
き
の
甚
し
き
、噫
。

詩
を
學
ぶ
に
は
、
先
づ
調
を

知
る
を
要
す
、
唐
宋
冥
は
目
ら
唐
宋

の
調
有
り
、元
明
に
は
自
ら
、兀
明
の
調
有
り
、豈
混
ず
可
け
ん
や
、

之
を
明
に
し
て
而
し
て
後
以
て
詩
を
言
ふ
可
き
な
り
、
余
、
近
世

名
家

の
詩
を
覦
る
に
、
唐
宋
相
混
じ
、
元
明
相
ひ
雜
ふ
、夐
然

一
調

な
り
、
是
を
以
て

一
句
は
少
陵
に
省
、
}
句

は
東
=披
に
肯

る
、
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

の
中
、意
味
接
せ
ざ
る
者
、蘭
亦
之
れ
有
り
、
畢
竟
諮
集
を
讀

み
て

之
を
擇
ぶ
能
は
ざ
る
に
坐
す
る
な
り
、譬

へ
ば

一
匹
の
錦
を
裁
斷

し
て
之
を
綴
る
に
布
帛
を
以
て
す
る
が
若
し
、途
に
其

の
用
を
成

す
所
無
し
、學
者
之
を
詳
に
せ
ざ
る
可
ら
す
。

晩
唐

の
詩
人
、皆
力
を
工
緻
に
用
ふ
、
故

に
好
句
佳
絶

の
者
、往

々

ル
か
ら
す
、前
後
作
者

の
敢
て
當
る

垣
に
非
る
な
り
、
柳
子
厚
「月

光
、淺
瀬
に
揺
き
、風
韻
、枯

菅
を
碎
ぐ
」
、是
れ
尖
巧
、「壁
は
室
し
殘

,

月
の
曙
、門
は
掩

ふ
候
蟲
の
秋
、」
是

れ
亦
奇
警
、賈
島
、竹怪
禽
、曠
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

七
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日
本
詩

話
叢

書

曙

門

掩

候

蟲

秋
、是

亦

奇

警
、賈

島
、怪

禽

曙
昌曠

墅

落

日
-恐
鶴行

入
嚇是

佳

句
、鳥

宿

池

中

樹
、僧

=敲

月

下

門
、是

殊

奇

工
.温

庭

箔
.難

聲

茅

店

月
、人

跡

板

橋

霜
、此

聯

尤

絶

唱
、都

是

數

詩
、至
v今

獪

膾
昌炙

人

ロ
馳,

者
、皆

先

得
ヨ人

心

之

所
驫同

然
一也
、余

亦

有
L

聯
曜云
、

星

皆

成
γ字

列
、蟲

悉

誦
γ書

鳴
、覺
ヨ亦

自

近
・佳

獨
一也
、』

竹

枝

軆

起
室於

唐

ム

創
卞以
昌竹

枝
'賽
夢神

也
、或

汎

詠
面

園

之

風

土
嚇或

專

詠
v竹
、亦

是

竹

枝

一
軆

也
、然

攷
邑

之
古

入
噌多

用
"之

於

風

士
「楊

廉

夫

西

湖

竹

枝
、尤

恫
、外

國

竹

枝

之

類
、是

也
、余

十

六

七

時
、從
v父

邂
"

于

浬

府
…留

滯

期

年

矣
、嘗

過
昌日

本

橋
一乃

口
昌號

一

詩
鱒云
、山

青

水

緑

曉

光

晴
、南

岸

漕

舶

恰

滿

盈
「都

下

人

音

獪

未
レ解

費
v魚

聲

似
昌賣
γ花

聲
嚇是

亦

類
昌竹

枝

體

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

に
啼
き
、落
日
、行
人
恐
る
」
、是
れ
佳
句
、「鳥
は
宿
す
池

中
の
樹
、僣

は
敲
く
月
下
の
門
』、是
れ
殊
に
奇
工
、温
庭
箱

難
聲
茅
店
の
鍔
、入

跡
板
橋

の
霜
」此
の
聯
尤
も
絶
唱
、
都
べ
て
是

の
數
詩
、今

に
至
て

獪
ほ
人
ロ
に
膾
炙
す
る
者
は
、皆
先
づ
人
心
の
同
く
然
る
所
を
得

れ
ば
な
り
、余
も
亦

瞬
聯
有
り
云
ふ
、「星
は
皆
字
を
成
し
て

列
り
、

蟲
は
悉
く
書
を
誦
し
て
鳴
く
」、
亦
自
ら
佳

對
に

近
き
を
覺
ゆ
る

な
り
。

竹
枝
醗
は
唐
人

に
起
る
、
竹
枝
を
以
て
神

に
賽
す
る
に
創
る
な

り
、或
は
汎
く
國
の
風
土
を
詠
じ
、
或
は
專
ら
竹
を
詠
す
.
亦
是
れ

竹
枝
の

一
體
な
り
、
然
ど
も

之
を
古
人
に
攷
ふ
る
に
、
多
く
は
之

を
風
土
に
用
ふ
、楊
廉
夫

の
西
湖
竹
枝
、
尤
恫
の
外
國
竹
枝
の
類
、

是
れ
な
り
、余
十
六
七
の
時
、
父
に
從
ふ
て
江
府
に
遊
び
、留
滯
期

年
な
り
、嘗
て
日
本
橋
を
過
ぐ
、
乃
ち

"
詩
を
ロ
號
し
て
云
ふ
、【山

は
青
く
水
は
緑
に
曉
光
晴
れ
、
兩
岸
の
漕
船
恰
も

滿
盈
、
都
下
の

入
音
獪
ほ
未
だ

解
せ
す
、
魚
を
賣
る
聲
は

花
を
賣
る
聲
に
似
た

り
と
、是
亦
竹
粘
.體
に
類
す
。



了
謝

準
γ詩

貴

"沈

思
h烹

煉

爲
V要
、及
昌其

下
ワ筆
、
一
字

不
V穩
、

則

碓
昌十

易

㌘之

可
、或

待
昌異

日
脚作
v之

亦

可
、要

在
γ得
昌

其

佳

句

一耳
、若

未
γ得
昌其

佳

句
「則

雖
こ

夜

賦
昌百

首
嚇

亦

不

以

足
▼難

焉
、若

昌張

衡

三

都

賦
、左

思

天

台

肉

賦
嚇皆

待
昌三

年
闘而

成
γ之
、然

至
γ今

獪

不

朽

者
、皆

是

以
昌烹

煉

之

覃
躰也
、故

詩

之

臧

否

失

得

、亦

唯

在
昼其

煉

不

煉

一耳
、是

以

隨

園

箴
昌作

詩

者
,云
、倚

v馬

休
v夸

速

藻

佳
、相

如

終

竟

壓
出鄒

枚
一物

須
鵡見
v少

方

爲
プ貴
、

詩

到
昌能

遲
一轉

是

才
、清

角

聲

高

非
〃易
v奏
、優

曇

花

好

不
「輕

開
應

γ知

極

樂

紳

仙

境
、修

煉

多

從
轟苦

處
片

來

、
近

世

僞

唐

詩

選

行
、絶

無
下知
昌宋

詩

之

精

靈
噂者
加尚

卻
v之

爲
ジ
近
昌偕

語
h譬
昌之

不
v知
γ味

者
肉獪

未
v食
.大

牢

之

羹

n而

論
昌之

味
一也
、故

輕
昌覗

宋

詩
門爲
昌唐

之

奴

隷

刷

　
　
　
　
　

木

石

園

詩

話

詩
を
作
る
に
は
、沈
思
を
貴
び
、
烹
煉
を
要
と
爲
す
、
其
筆
を
下
す

に
及
ん
で
、
一
字
穩
な
ら
ざ
れ
ぱ
、則
十
た
び

之
を
昇
ふ
と

雖
も

可
な
り
、或
は
異
日
を
待
ち
て
之
を

作
る
娠
亦
可
な
り
、
要
す
る

に
其

の
佳
句
を
得
る
に
在
る
の
み
、若
し

未
が
佳
句
を
得
ざ
れ

ば
、
則

一
夜
百
祥
を
賦
す
と
雖
も
、
亦
以
で
難
し
と
す
る
に
足
ら

ざ
る
な
り
、張
衡
の
三
都
賦
、
左
思
の
天
台
山
賦
の
若
き
、
皆
三
年

を
待
て
而
し
て
之
を
成
す
、然
れ
ど
も
今
に
至
て
獪
け
不
朽
な
る

　
　
　
　
　
　

フ
カ
キ

者
は
、皆
是
烹
煉
の
覃
を
以
て
な
り
、
故
に
詩

の
臧
否
失
得
、
亦
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

イ
マ
シ
メ

其
の
煉
と
不
煉
と
に
在
る
の
み
、是
を
以
て
隨
園
作
詩
者
を
箴
て

云
ふ
「馬
に
倚
る
夸
る
を
休
め
よ

濂
藻

の
佳
な
る
を
.相
如
終
竟

に
鄒
枚
を
壓
す
、
物
は
須
ら
く
少
を
見
て
方

に
貴
と
爲
ず
べ
し
、

詩
は
能
く
遲
き
に
到
り
て
轉
た
是
れ
才
、清

角
聲
は
高
し
奏
し
易

き
に
非
す
、優
曇
花
は
好
し
輕
し
く
開
か
す
、應

に
知
る
べ
し
極

樂
紳
仙

の
境
、修
煉
多
く
は
苦
處
よ
り
來
る
。」

近
世
僞
唐
詩
選
行
は
れ
て
、絶
え
て
宋
詩
の

糟
靈
を
知
る
者
無

し
、徇
之
を
卻
け
て
偕
語
に
近
し
と
爲
す
、
之
を
味
を
知
ら
ざ
る

者
に
壁
畠ふ
、獪
ほ

未
だ
大
牢
の
羮

を
食
は
す

し
て
、之
が
味
を
論

す
る
が
ご
と
し
、
故
に
宋
詩
を

輕
幌
し
て
、
唐
の
奴
隷
と
爲
す
な

九



課7

　
　
　
　
　

日
本
詩

話
叢

書

也
、唐

詩

固

善

矣
、然

唐

詩

既

爲
昌于

鱗
・元

美

見
"腐
、

則

其

陋

極

矣
、何

况

近

時

自

石
・南

郭
・是

尸

祀
、日

以

學
昌摸

擬
}者

乎
、是

以

其

徒

認
唱腐

堕

爲
犖唐

詩

眞

趣
嚇故

開
v
口
則

云
、白

雲

萬

里
、關

山

明

月
、其

常

用

字

面
、但

不
γ過
昌此

數

字
一而

巳
、就
v中

若
昌詠

物

一
體
嚇

尤

其

所
'短

也
、寫

體

不
財工
、用

意

不
μ切
、恰

似
昌兒

曹

之

口
氣
旧其

他

諸

體
、亦

不
レ免
昌釘

饒
啣也
、可
レ笑

之

甚

也

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

詩

倒
"用

熟

字
幽卻

有
事得
"其

妙
"者
恥王

串

山

疑

隔
昌麈

沙
噛道

里

千
、杜

子

美

風

江

颯

颯

亂

帆

秋
、陸

放

翕

披
レ衣

埆
昌概

慷
嚇韓

退

之

應

麹

多

昌差

參
一之

類
、此

外

不
v暇
轟放

擧
一也
、吾

靜

山

先

生
h嘗

作

夜̀

坐

吟
喞云
、其

樂
v山

者

聞

未
γ曾
、以

協
昌蒸

韻
嚇下
v字

雅

健
、足
慈以

見
ゴ

其

魄

力
'矣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】
○

り
、唐
詩
固
よ
り
善
し
、
然
れ
ど
も
唐
詩
既
に

于
鱗
・元
美

に
腐
せ

ら
る
、
則
其
の
階
極
れ
の
、
何
ぞ
況
ん
や
近
時

の
白
石
・南
郭
を
是

れ
尸
靦
し
、日
に
以
て
摸
擬
を
學
ぶ
者
を

や
、
是
を
以
て
.其
徒
腐

陳
を

認
め
て
、唐
詩
の
眞
趣
と
爲
す
、故

に
ロ
を
開
け
ば

則
云
ふ
.

白
雲
萬
里
、關
山
明
月
、其
の
常
用
字
面
、
但
だ

此
の
數
字
に
過
ぎ

ざ
る
の
み
、中
に
就
い
て
詠
物

一
體
の
若

き
、
尤
其
の
短
な
る
所

な
り
、寫
體

工
な
ら
す
、用
意
刧
な
ら
す
、
恰
も
兒
曹
の
口
氣
に
似

た
り
、其

の
他
諸
體
、
亦
釘
饐
を
免
れ
ざ
る
な
り
、
笑
ふ
可
き
の
甚

し
き
な
り
。

詩

に
熟
字
を
倒
用
し
て
、卻
て
其
の
妙
を
得
る
者
肩
レ
、
王
牛
山

の
「疑

ふ
ら
く
は
塵
沙
を
隔
つ
道
里
千
」、
杜

子
美
の
「風
江
颯
た
亂

帆

の
秋
」、陸
放
翕
の
『衣
を
披
い
て
慨
慷
を
増
す
、」韓
退
之
の
「應

對
差
參
多
し
」の
類
、
此
の
外
枚
擧
に
暇
あ
ら
ざ
る
73
り
、
吾
が
静

山
先
生
、嘗

て
夜
坐
吟
を
作
り
て
云
ふ
、
2
県
に
山
を
樂
む
者
は
聞

く
未
だ
曾
て
せ
す
」
と
、以
て
蒸
韻
に
協
ふ
、字
を
下
す
雅
健
、
以
て

其
の
隗
力
を
見
る
に
足
る
。



τ
、

隔

李

菁

蓮

詩
、嬢

眉

山

月

孚

輪

秋
、影

入
昌李

羌

江

水
輪

流
、夜

發
轟清

溪
一與
"三

峡
嚇思
v君

不
v見

下
昌渝

州
門語

僅

ご

十

八

字
、而

用
昌地

名
一者

五
、然
,入

讀
v之
、不
γ覺
昌其

繁

何

也
、其

句

之

鍵

化
、實

極
藁其

妙

矣
、恰

如
昌厨

峯

疊

巒
一叉

如
昌驚

濤

怒

浪
↓無
二

字

怠

慢
n愈

讀

愈

忘

γ倦
、可
γ謂
呂古
今

絶

調
一矣
、然

初

學

好
v奇

傚
γ之
、刷

掏
ポ

泥

乎

地

名
嚇反

朱
詩

之

本

趣
嚇似
v讀
昌道

路

廣

輿

記
ご

古

人

句

法
、有
畠疊

字

之

格
嚇黄

山

谷
・野

水

自

添
昌田

水
一滿
、暗

鳩

卻

喚
.雨

鳩
來

、是

也
、叉

有
L

句

悉

用
"

虚

字
著

い楊

誠

齋
、整

整

斜

斜

樣

樣

新
、呉

融
、槭

槭

凄

婁

葉

葉

同

之

類
、此

亦

奇

法
、

詩

有
目
一
字

之

妙
↓杜

少

陵

詩
、無

邊

落

木

蕭

蕭

下
、

云
、云
、落

木

ご

字
、覺
昌甚

妙
"矣
、然

麓

堂

詩

話
、改
v之

作
昌落

葉
h更

無

意̀

味
門是

所
γ謂

點
ゾ金

作
v鐵

也
、驫

陋

　
　
　
　
　
木

石

園
詩

話

李
青
蓮

の
詩
、「蛾
眉
山
月
牛
輪

の
秋
,
影
は

畢
羌
江
水
に
入
て
流

る
、夜
、漓
溪
を
發
し
て
三
峡
に
向

ふ
、
君
を
思
ふ
て

見
え
す
渝
州

に
下
る
」、語
僅
に
二
十
八
宇
、而
し
て
地
名
を
用

ふ
る
者
五
、
然
芝

も
入
之
を
讀
ん
で
、
其
の
繁
を
覺
え
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
其
の
句
の

變
化
湘實
に
其

の
妙
を
極
む
、
恰
も
暦
峯
疊
巒
の
如
し
.
叉
驚
濤
怒

浪
の
如
し
、
一
字
の
怠
慢
無
し
、
愈
讀
ん
で
愈
倦

む
を
忘
る
、
吉
今

の
絶
調
と
謂
ふ

可
し
、
然
れ
ど
も
初
學
奇
を
好

ん
で
之
に
傚

へ

ば
、則
ち
地
名
に
拘
泥
し
て
、反
て
詩
の
本
趣
を
失
ひ
、道
路
廣
輿

記
を
讀
む
に
似
ん
。

古
人
句
法
、
疉
字
の
格
有
り
、
黄
山
谷
の
「野
水

自
ら
田
水
を
添

へ

て
滿
ち
、晴
鳩
卻
て
雨
鳩
を
喚
び
て
來
る
」、是
れ
な
り
、
叉

一
句
悉

く
虚
字
を
用
ふ
る
者
有
り
、楊
誠
齋
の
『整

々
斜

々
樣

々
薪
な
ウ
、」

呉
融

の
「摘

々
凄

々
葉

々
同
じ
」の
類
、此
れ
も
亦
奇
法
な
り
。

詩
に

一
宇
の
妙
有
り
、
杜
少
陵

の
詩
に
「無
邊
落

木
蕭

々
と
し
て

下
る
」云
々
、落
木
の
二
字
、甚
だ
妙
を
覺
ゆ
、
然

る
に
麓
堂
詩
話
に

之
を
改
め
て
落
葉
に
作
る
、
更
に
意
味
無
し
、
是
れ

謂
は
ゆ
る
金

を
點
し
て
鐵
と
作
す
な
り
、驫
陋
笑
ふ
可
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
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日

本

詩

話

叢

書

可
奨

、

余

十

二

三

時
、始

志
昌子

詩

學
h奪
昌信

明

七

子
内奉
v之

如
昌李

杜
門既

踰
昌成

童
「深

悪
"往

見

之

謬
肉而

歸
劇依

宋

詩
嚇然

吾

大

野
、唐

明

詩

大

行
、人

人

諱
γ言
レ宋
、故

余

亦

不
γ得
驫陽

唱
7之

也
、其

後

愈

窮
γ志
、學
V宋

多

年
、盆

知
5其

非
嚇昔

王

算

州
、臨
レ終

讀
昌東

坡

集
門而

手

不
レ釋

膨卷
、幡
然

宋

詩

之

變
、當

時

以

爲
昌美

談
夷

見
v善

能

遷
、改
γ過

而

不
γ慚

者
、古

今

其

有
昌幾

人
一乎
、

余

嘗

舉

范

蠡

遊
昌五

湖
箇

上云
、塞

煙

敗

浪

五

湖

春
、

棹
昌去

小

舟
一遊
諡水

濱
門唯

識
昌功

名

能

致
7蝸
、未
レ知

貨

殖

害
"其

身
「雖
"風

致

太

卑
h即

是

屬
二

部

吏

論
噛

靜

山

岡

先

生
、諱

輔

幹

字

正

弼
、
一
號
晶軸

雲
嚇耆

徳

宿

學
、山
5斗

于

一
時
嚇四

方

後

學
、從
v之

如
v麕
、余

自
昌

髫

齔
h侍
薗坐

絳

帳
百

得
γ仰
昌瞻

風

釆
嚇先

生

之

於
γ詩
、

=

一

余
+
二
三
の
時
、始
め
て
詩
學
に
志
し
、
明
の
七
子
を
尊
信
し
、
之

を
奉
す
る
こ
と
李
杜
の
如
し
、既
に
成
童
を
踰

え
、
深
く

往
見
の

謬
を
慙
ぢ
、酌
し
て
宋
詩

に
歸
依
す
、然
ど
も
吾
が
大
野
、
唐
明
の

詩
大
に
行
は
れ
、
人
々
宋
を
言
ふ
を
諱
む
、故

に
余
も
亦
陽
に
之

を
唱
ふ
る
を
得
ざ
る
な
り
、
其
の
後

愈
志
を

窮
め
、宋
を
學
ぶ
多

　
　
ぐ

年
3釜
其
の
非
を
知
る
、昔
、王
弁
州
、
絡
に
臨
ん
で
東
坡
集
を
讀
み

　
　
　

ス

て
手
κ
卷
を
釋
て
す
、
幡
然
と
し
て
宋
詩
に
之
れ
變
す
、當
時
以

て
美
談
と
爲
す
、
夫
れ
善
を
見
て
能
く
邏
り
、過
を
改
め
て
而
し

て
慚
ぢ
ざ
る
者
は
、古
今
其
れ
幾
人
か
有
る
や
。

余
嘗
て
范
蠡
、
五
湖
に
遊
ぶ
圖
に
題
し
て
云
ふ
「塞
煙
敗
浪
五
湖
ザ

の
春
、
去
て
小
舟
に
棹
し
て
水
濱
に
遊

ぶ
、唯
、功
名
能
く
蝸
を
致

す
を
識
り
て
、
未
だ
知
ら
ず
貨
殖
の
其

の
身
を
害
す
る
を
」、風
致

太
卑
し
と
雖
、帥
ち
是
れ

一
部
の
皮
論
に
屬
す
。

靜
山
岡
先
生
、
諱
は
輔
幹
、字
は
正
弼
、
一
に
軸
雲
と
號
す
、耆
徳
宿

學

一
時
に
山
斗
た
り
、
四
方
の
後
學
之
に
從
ふ
こ
と
麕
の
如
し
、

余
髫
齔
よ
り
、
絳
帳
に
侍
坐
し
、
日
に
風
采
を

仰
瞻
す
る
を
得
た



7謝

昔

節

天

然
、最

其

所
ぴ長

也
、奇

句

懲
陶
語
、信
vロ

而

出
、

隨
『筆

而

成
、長

篇

則

鎌

倉

百

韻
、膾
職九

山

先

生
噛八

十

韻
、皆

可
v謂

魄̀

力

之

作
嚇今

特

就
昌全

集
嚇擇
昌其

上

乘

者
h以

示
昌亘

刄

摩
v天

之

手
嚇觀
『
一
乘

瀑

布
軸云
、山

排
麟天

闢
一淵

地

軸
、天

淵

中

懸

千

尺

瀑
、奔

流

欲
げ落

觸
巉

巖
門乍

爲
伊名

散

爲
v煙

簇
、千

條

素

絲

綴
蘇

磯
嚇

萬

點

柳

絮

風

相

逐
、栖

栖

紅

塵

隋

頭

人
、那

知

奇

觀

在
昌幽

谷
嚇病

中

寄
麦

入
一云
藪

株

楊

柳

鎖
轟衡

茅
哨

晝

靜

柴

門

旡

客̀

敲
門蚊

蝶

逑
v芳

眠
昌几

席
門嬌

鶯

求

伊友
喚
昌林

榾
嚇微

吟

常

愛

詩

蒹
v酒
、多

病

時

違

漆

與

γ膠
、何
日

呂

公

重

命
v駕
、笑

言

携
v手

共

論
γ交
.伊

振

轎

秋

望

云
、伊

振

高

轎

鬱

崢

蠑
、氣

霽

雲

飛

蓊

景

清
、不
レ見

仙

翕

綵
v藥

去
、時

隨

樵

者

負
y薪

行
、碧

波

秋

漲

龍

頭

オ
、粉

蝶

晴

開

龜

背

城
、日

暮

家

園

何

　
　
　
　
　

木

お
園
詩

話
.

り
、
先
生
の
詩
に
於
け
る
.音
節
天
然
、最
其
長
す
る
所
な
り
.奇
句

　
　
　
　
マ
ヵ
セ

警
語
、
ロ
に
信
て
出
で
、筆
に
隨
ふ
て
域
る
、
長
篇
に
は
則
ち
鎌
倉

の
百
韻
、九
山
先
生
に
贈
る
八
十
韻
、皆
隗
力
の
作
と
謂
ふ
可
し
、

今
特
に
全
集
に
就
い
て
、其
上
乘
な
る
者
を
擇
び
、
以
て
亘
刄
天

を
摩
す
る
の
手
を
示
す
、
一
乘
瀑
布
を

觀
る
に
云
ふ
、「山
は
天
閣

を
排
し
淵

は
地
軸
.
天
淵
中
に
懸
る
千
尺
の
瀑
、
奔
流
落
ち
ん
と

欲
し
て
巉
巖
に
觸
れ
、
乍
ち
花
と
爲
て
歡
じ

煙
と
爲
て
簇
る
、
千

條

の
素
絲
珠
磯
を
綴
り
、
萬
點
の
柳
絮
風
相

ひ
逐
ふ
、
栖

々
紅
塵

陌
頭
の
人
、那
ぞ

知
ら
ん
奇
觀
の
幽
谷
に
在
る
を
』、病
申
友
人
に

寄
す
る
に
云
ふ
、
「數
株

の
楊
柳
衡
茅
を
鎖
す
、晝
翻

に
柴
門
客
の

敲
く
無
し
、
蚊
蝶
芳
を
逐
ふ
て
几
席
に
眠
り
、
嬌
鶯
友
を

求
め
て

林
梢
に
喚
ぶ
、微
吟
常
に

愛
す
詩
と
酒
き
、
多
病
時
に
違
ふ
漆

と

膠
と
、何
の
日
か

呂
公
重
て
駕
を
命
じ
、笑
言
手
を
撚
…へ
て
共
に

交
を
論
ぜ
ん
」、伊
振
嬌
秋
望
に
云
ふ
、『伊
振
高
嬌
鬱
と
し
て
嚀
蠑
、

氣
は
霽
れ
雲
は
飛
ん
で
斜
景
清
し
.見
す
仙
翕

の
藥
を
探
り
去
る

を
、
時
に
隨
ふ
樵
…者
の
薪
…を

負
ふ
て
行
く
に
、
碧
波
秋
は
漲
る
龍

頭
水
、粉
蝶
晴
は
開
く
龜
背
城
、
日
暮
家
園
何

の
處
か
是
な
る
、千

願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
§
　
　
　
　
　
　

、
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日
本

詩

話
叢

書

處

是
、千

門

樹

裏

炊

煙

李
、小

谷

懐

古

云
、抜

登

小

谷

古

城

隅
、極

目

蕭

條

夕

日

孤
、荒

壘

草

滋

人

不

『見
、深
林

花

落

鳥

相

呼
、虎

山

獪

勒

三

軍

績
、姉

水

遙

分

八

陣

圖
、更

爲
"陰

風

來

惹
7恨
、幽

蹊

曳
レ杖

獨

踟

蹶
、秋

懐

云
、西

山

短

景

彩

霞

流
、楊

柳

蕭

踈

玉

露

秋
、終

夕

懐
シ憂

貪
昌對

酒
蘋

年

抱
レ病

懶
昌登

樓
=

行

雲

雁

飛

高

擧
、三

徑

草

蟲

鳴

不
レ休
、官

拙

自

羞

勞
昌五

斗
嚇何

時

蹄

去

臥
驫林

丘
嚇頗

存
鳳少

陵

之

風

味
叩

唐

鴻

佐

欝
雕
二炉

娘
漣

蠍
　
一
名

清

綱
、字

公

楷
門
號
昌

它

山
肉學

間

淵

博
、自

成
昌
一
家
嚇往

年

有
膨故

辭
γ仕
、墨

v室
遊
昌于

江

員

下
翼帷

於
轟墨

陀

水

遽
嚇以
昌儒

術
一敏
襲

生

徒
嚇聲

名

籍
昌甚

于

遠

邇
粕余

頃

閲
"書

簍

得
"中

年

作

於

爛

紙

之

中
萩

興

云
、何

似

南

山

秀

色

新
、渺

茫

世

事

眼

多
γ塵
、長

夜

孤

燈

無
昌棣

募
門秋

風

雙

涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

門
樹
裏
炊
煙
平
な
り
』、
小
谷
懷
古
に
云
ふ
↓
板
登
す
小
谷
古
城
の

隅
、極
目
蕭
條
夕

日
孤
な
り
、荒
壘
草
滋
く
し

て
人
見
え
す
、
深
林

花
落
ち
て
鳥
相
呼
ぶ
.
虎
山
獪
ほ
勒
す
三
軍
の
績
、
妨
水
遙
に
分

る
八
臨
の
圖
、更
に
陰
風
の
來
て
恨
を
惹
く

が
欝
に
、幽
蹊
杖
を

曳
い
て
獨
り
踟
躡
す
』、秋
懐
に
云
ふ
.「西
山
短
景
彩
霞
流
る
、楊
柳

蕭
疎
玉
露
の
秋
、絡
夕
憂
を
懷

い
て

封
酒
を
貪

り
.頻
年
病
を
抱

い
て
登
樓
に
懶
ふ
し
、
}
行
の
雲
雁
飛
ん
で
高
く
擧
る
、
三
徑
の

草
蟲
鳴
い
て
休
ま
す
、官
拙
に
し
て
自
ら
羞
づ

五
斗
に

勞
す
る

を
、何
の
時
か
歸
り
去

つ
て
林
丘
に
臥
せ
ん
」
と
頗
、少
陵
の
風
味

を
存
ず
。

唐
鴻
俊
罐

鷄

纓

齷

賄
茗

は
清
綱

字
蟇

讐

、山
と

號
す
、學
問
淵
博
、自
ら

一
家
を
成
す
、往
年
故
有
り
て
仕
を
辭
し
、

室
を
擧
て
江
戸
に
遊
ぶ
、帷
を
墨
陀
水
邊
に
下
し
、
儒
術
を
以
て

生
徒

に
歡
授
す
、聲
名
遠
邇
に
籍
甚
な
り
、
余
頃
ろ
書
筐
を
閲
し
、

中
年
の
作
を
爛
紙
の
中
に
得
た
り
.
秋
興
に
云
、「何
ぞ
似
ん
南
山

秀
色
の
新
な
る
に
、
渺
茫

世
事
眼
に
塵
多
し
.
長
夜
孤
燈
棣
蕚
無

し
、秋
風
雙
涙
鱸
蓴
を
憶
ふ
、古
よ
り
紅
顔
薄
命
を
嘆
じ
、
今
に
抵
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憶
牒鱸

・蓴
鞠自
v古

紅

顔

嘆
昌薄

命
嚇抵
レ今

白

首

催
齲騷

人
門

久

矣

賈

生

懐

壁

恨
。塞

敏
瓢明

月

照
昌江

濱
h其

二
、氣

脅

難
v除

湖

海

豪
、悲

歌

甥
γ月

撫
昌腰

刀
嚇介

子

一
時

入
v山

淺
、魯

連

千

古

蹈
v濤

高
、楓

葉

爲
ゼ
誰

裁
糧晝

錦
肉

兎

精

照
v夜

數
萩

毫
嚇
一
擧

貅

天

仰
昌冥

鴻
h笑

他

斥

鸚

考
蓬

蒿
巽

三
、風

雨

雕

零

錦

綉

林
、飛

鳴

遮
朖

切
昌歸

心
嚇行

露

草

深

厭
表

濕
門郊

烽

灰

冷

聽
"蟲

吟
朔

無
軍復

虞

卿

拜
.白

壁
粕不
下將
昌范

】懿

鑄
.黄

金
ハ富

貴

功

名

負
昌初

志
唱扁

舟

何

日

海

東

潯
。

瀧

波

氏

名

元

章
、字

叔

則
、號
昌梅

溪
門本

藩

侍

醫

也
、

長
昌於

予
藪

歳
、鏡

志

好
γ學
、刀

圭

之

餘

興
頗

善
"詩

賦
莓

昌其

作
詩

、直

寫
.其

意
嚇不
v假
昌華

飾
h然

亦

有
質得
.

其

趣
'者
昌夢

遊
昌仙

洞
崩云
、
一
身

乘
v氣

遠

翔

鋤
、夢

裡

獪

疑

生
己勿

毛
嚇忽

度
昌山

河
"過
昌洞

只

蓬

望

宮

闕

俘
昌

　
　
　
　
　

木

石

園
詩

話

て
白
首
騒
人
を
催
す
、
久
し
賈
生
懐
壁
の
恨
、筌
く

明
月
に
江
濱

を
照
さ
し
む
」、其
の
二
↓
氣
暫
除
き
難
し
湖
海
の
豪
、悲
歌
月
に
對

し
て
腰
刀
を
撫
す
、介
子

一
時
山
に
入
る
淺
く
、魯
逎
千
古
濤
を

蹈
で
高
し
、
楓
葉
誰
か

爲
に
晝
錦
を
裁
し
、
兎
精
夜
を
照
し
て
秋

毫
を
數
ふ
、
一
擧
狒
天
冥
鴻
を
仰
ぎ
、笑
ふ

他
の
斥
鷆
蓬
高
に
老

ゆ
」、其
の
三
^
風

雨
雕

零
す
錦

綉
林
、飛
鳴

眼
を
遮
て
麟
心
切
な

り
、行
露
草
深
し
て
衣
の
濕
を
厭
ふ
、
郊
烽
友
冷
に
し
て
蟲
吟
を

聽
く
、復
た
虞
卿

の
白
璧
を
拜
す
る
無
し
、
曽范
蠡
を
將

て
黄
金
を

鑄
せ
し
め
ず
、富
貴
功
名
初
志

に
負
く
、屬
舟
何
の
日
か
海
東

の

潯
に
せ
ん
」。

瀧
波
氏
名
は
元
章
.字
は
叔
則
.梅
溪
と
號
す
、本
藩
の
侍
醫
な
り
、

予
よ
り
長
す
る
數
歳
、
鋭
志
學
を
好
む
、刀
圭
の
餘
興
、
頗
詩
賦
を

善
く
す
、
其
の
詩
を
作
る
毎
に
、直
に
其
の
意
を
寫
し
、華
飾
を
假

ら
す
、
然
ど
も
亦
其
の
趣
を

得
る
者
有

り
、
夢
に
仙
洞
に
遊
ぶ
に

云
ふ
身
U
身
、氣
に
乘
て
遠
く
翔
翊
…す
、夢
裡
獪
ほ
疑
ふ
羽
毛
を
生

す
る
か
と
.忽
、山
河
を
度
え
て
洞
ロ
を
過
ぐ
、
遙
に
望
む
宮
闕
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
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」
本

詩

話
叢

書

仙

曹
期仙

家

綺

宴

迚
レ賓

設
、王

母

瑤

琴

欝
ジ
我

操
、玉

樹

春

爛

花

煉

煉
、瓊

縷

酒

緑

樂

陶

陶
、堪
v憐

興

味

離
昌塵

霧
嚇豈

比
ヨ人

附

貪
"濁

醪
内眠

覺

邏

母

異

香

動
、

南

窗

梅

影

月

輪

高
、最

爲
昌合

調

其

他

可
v觀

者
、往

.

往

不
γ少

矣
、然

其

李

日

所
v作

篇

什
、多

不
γ留
邑諸

藁
n

故

無
レ所
昌閲

求
嚇但

此

一
詩
、余

僅

聞
"人

之

誦
τ之

也
。』

余

同

藩

醫

官
、笹

島

道

忠

號
昌束

廬
肉叉

號
昌詩

痩

道

人
嚇詩

聖
・詩

紳
、皆

其

別

號

也
、爲
γ人

爽

邁

風

流
、研
昌

精

醫

術
嚇旁

耽
昌吟

詠
h常

學
昌李

謫

仙

之

飄

逸
顧

相

肯

似
、書

懐

云
、吾

詩

乖

自

一
家

風
、爲
ゼ愛
鵡精

紳
一句

亦

工
、不
γ識

者

嘲

知

者

賞
、從

來

任
v
口

吐
.胸

中
帆可

γ謂
.紳
氣

勇

膽

快
入

意
著

&也
。

池

田

好

文

字

公

武
、自

號
昌碧

山
嚇自
v幼

耽
昌嗜

交

籍
h

逋
レ經

巧
レ文
、詩

亦

極
昌佳

境
嚇頗

存
昌盛

唐

之

遺

響
嚇惜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

、曹

に
俘
ふ
を
、仙
家
綺
宴
賓
を
.迎

へ
て
設
け
、
王
母
瑤
琴
我
が
爲

　
　
　
　
　
　

タ
ケ
ナ
ハ

に
操
る
、玉
樹
春
は
爛

な
り
花
煉
衆
瓊
褸

酒
は
緑
に
樂
陶

々
、憐

む
に
堪

へ
た
り

興
味
塵
霧
を

離
る
、
豈
人
間
の
濁
醪
を
貪

る
に

比
せ
ん
や
.
眠
覺
て
還
て
思
ふ
異
香
0
動
く
を
、
南
窗
の
梅
影
月

輪
高
し
」、最
、合

調
と
爲
す
、其
の
他
.觀

る
可
き
者
、往

々
少
か
ら

す
、然
ど
も
其
の
亭
日

作
る
所
の
篇
什
、
多
く
は

諸
を
藁

に
留
め

す
、故
に
閲
求
す
る
所
無
し
、但
此
の

}
詩
、
余
嘩

に
人
の
之
を
誦

す
る
を
聞
く
な
り
。

余
が
同
藩
⑳
醫
官
、笹
島
道
忠
、東
廬
と
號
す
、
又
詩
痩
道
人
と
號

す
、詩
聖
・詩
神
皆
其

の
別
號
な
り
、人
と
爲
り
爽
邁
風
流
、醫
術
を

研
精
し
、旁
ら
吟
詠
に
耽
る
、
常
に
李
謫
仙

の
飄
逸
を
學
び
、
頗
る

相
省
似
す
、書
懐

に
云
ふ
↓
吾
が
詩
元
と
自
ら

一
家
風
、精
紳
を
愛

す

る
爲

に
句
も

亦
工
な
り
、
識
ら
ざ
る
者
は

嘲
り
知
る
者
は
賞

す
、從
來

ロ
に
任
せ
て
胸
中
を
吐
く
」、紳
氣
勇
膽
人
意
を
快
に
す

る
者
と
謂
ふ
可
き
な
り
。

池
田
好
文
、字
は
公
武
、
自
ら
碧
山
と
號
す
、
幼
よ
り
文
籍
を
耽
嗜

す
、經
に
通
じ
文
に
巧
に
、
詩
も
亦
佳
境
を
極
む
、頗
る
盛
唐
の
遺



7観

乎

不

幸

早

上
贔鬼

簿
嚇天

若

少

假
乏

年
嚇則

所
.其

造

詣
h豈

止
"于

此
脚哉
、偶

讀
昌其

遺

稿
「摘
昌出

一
二
門漁

家

雪

云
、漁

翕

生

計

一
竿

輕
、獨

釣
鵬長

江
颪

雪

清
、蚌

涙

濺

敷
。淵

面
,見
、鵝

毛

散

墜
昌水

中
一明
、岸

前

蘆

荻

無
v聲

折
、汀

上

鳬

鴎

迷
v影

鳴
、日

暮

篷

聰

寒

厄
γ忽
、

收
v綸

直

向
昌酒

家
一行
、樵

家

雪

云
、樵

客

茅

廬

幽

谷

涯
、寒

天

積

雪

滿
昌簷

増
「丘

林

當
v臑

光

相

映
、麋

鹿

過
レ門

踪

忽

埋
、冰

結

流

泉

封
唱玉

澗
嚇霧

開

高

樹

挂
鷁

銀

崖
{柴

薪

路

絶

無
v由
出

、絡

日

抱
v爐

緯

草

鞋
コ

乘

谷

瀑

布

云
、
一
乘

之

山

朋

溪

邊
,騒

崖

百

丈

挂
昌

飛

泉
{飛

泉

轟

轟

響

似
レ電

樹

搖

岸

振

谷

風

囘
、廻

看

晴

筌

煙

雪

飛
、爽

氣

凄

然

寒
昌葛

衣
門散

沫

若
v花

看

愈

概
、奔

湍

捲
v烟

望

滋

奇
、幽

勝

欲
γ壓

匡

廬

巓
、

賞

情

可
γ追

李

青

潼
、唯

無
ヨ雄

篇

答
"壯

觀
門辜

負

出

　
　
　
　
　

木

石
園

詩
話

響
を
存
す
、
借
い
か
な
不
幸
、早
く
鬼
簿
に
上

る
、
天
若
し
少
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ぐ

之
に
年
を
假
さ
ば
、
則
ち
其
造
詣
す
る
所
、
豈
此
に
止
ら
ん
や
、偶

其
逡
稿
を
讀
み
、
一
二
を
摘
出
す
、漁
家
の
雪

に
云
ふ
、「漁
翕
生
計

一
竿
輕
し
、
獨

長
江
に
釣
り
て
風
雪
清
し
、
蚌
涙
濺

で
淵
面
に
敷

て
見
え
、鵝
毛
散
じ
て
水
中
に
墜
て
明
な
レ
.
岸
前

の
蘆
荻
聲
無

く
し
て
折
れ
、
汀
上
の
鳧
鴎
影
に
迷
ふ
て
鳴

く
.日
暮
篷
臚
.寒
、忍

　

ガ
タ

び
巨
し
、
綸
を
收
め
て
直

に
酒
家
に
向
て
行
く
」、樵
家

の
雪
に
云

ふ
、「樵
客
茅
廬
幽
谷
の
涯
、寒
天
積
雪
簷
増
に
滿
つ
、
丘
林
膈

に
當

て
光
相
映
す
、
麋
鹿
門
を
過
て
踪
忽
埋
る
、
冰
結
ん
で
流
泉
玉
櫚

を
、封
じ
、霧
閉
て
高
樹
銀
崖
に
挂
る
、柴
薪
路
絶
え
て
出

る
に
由

無
し
、絡
日
爐
を
抱

い
て
草
鞋
を
織
る
」、
一
乘
谷
の
瀑
布
に
云
ふ
、

』

乘
の
山
朋
溪
の
漫
、暦
崖
百
丈
飛
泉
挂
る
、
飛
泉
轟

々
響
雷
に

似
た
り
、樹
搖
き
岸
振
て
谷
風
回
る
、廻

に
看

る
晴
室
煙
雪
の
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ぐ

ぶ
を
、
爽
氣
凄
然
葛
衣
寒
し
、散
沫
花
の
若
く
看
て
愈
疑
ひ
、
奔
滞

　
　
　
　
　
ぐ

烟
を
捲
て
望
滋
奇
な
り
、
幽
勝
墜
せ
ん
と
欲
す
匡
廬
の
巓
、賞
情

追
ふ
訂
し
李
青
蓮
、唯
、雄
篇

の
壯
觀

に
答

ふ
る
無
し
.辜
負
す
山

靈
と
諳
仙
と
」、驟
雨
即
事
に
云
ふ
魂
一
陣
の
颱
風
暑
を
掃
て
來
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
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日

本

詩

話

叢

書

靈

舉

譎

仙
藤

雨

帥

事

云
、
一
陣

颶

風

掃
v暑

來
、雲

峰

碎

處

響

鳴
雷

、如
v珠

自

雨

傾
盆

勢
、不
レ覺

令
鼠人

稱
邑快

哉
嚇籠

鳥

吟

云
、
一
自
ヨ途

窮

別
昌故

林
門樊

籠

日

係

舊

栖

心
、聞

人

不
v解

覊

中

恨
、卻

弄
己愁

聲
・一作
昌好

翫旦
冬

日

渉
昌九

頭

龍

川
一云
、雪

解

龍

川

銀

浪

俘
、小

舟

棹

去

度
昌尖

流
嚇直

升
邑西

岸

笑

先

訪
、腰

下

糟

英

無
v恙

不
、梅

雨

偶

作

云
、幽

居

疎

竹

蔭
、梅

雨

少
昌逢

迎
嚇忽

見

書

憲

下
、縁

箔

穿
ジ壁

生
。

松

邨

良

成
、自
γ幼

頴

悟
、夙

有
漏紳

童

之

稱
嚇不
幸

早

孤
、年

甫

十

三
、請
γ官

東

行
、就
昌都

下

名

士
"學

焉
、是

以

其

業

大

進
、頗

駢
昌肩

於

父

渊
剛其

才

長
一於

詩
嚇尤

工
5詠

物
嚇牡

丹

云
、花

王

金

殿

錦

爲
v茵
、豊

艷

從

來

濁

占
y春
、全

盛

須
v防

風

雨

炉
、嘗

聞

富

貴

害
"共

身
q

看

棋

云
、輸

贏

到

底

是

耶

非
、兩

陣

相

對

思
昌妙

機
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

雲
峰
無
く
る
處
響
、雷
を
鳴
ア
、珠
の
如
き
白
雨
盆
を

便
く
る
勢
、

覺
え
す
人
に
快
哉
を
稱
せ
し
む
」、
籠
鳥
吟

に
云
ふ
、』

び
途
窮
し

て
故
林
に
別
れ
し
自
り
、樊
龕
日
に
係
る
舊
栖
心
、聞
く
人
は
解

せ
す
覊
申
の
恨
を
.
卻
て
愁
聲
を
弄
し
て
好
音
と
作
す
し、冬
日
、九

頭
龍
川
を

渉
る

に
云
ふ
、露
嵜
解
け
て
龍
川
銀
浪
浮
ぶ
、
小
舟
棹
し

去
て
尖
滅
を
度
る
、直
に
西
岸
に
升
て
笑

て
先
づ
訪
ふ
、
腰
下
の

精
英
恙
無
き
や

不
や
し、
梅
雨
偶
作
に

云
ふ
弗
幽
居
疎
竹
の
蔭
、
梅

雨
、逢
迎
少
な
り
、忽
ち
見
る
書
憲
の
下
、緑
箔
壁
を
穿
ち
て
生
す
し。

松
邨
艮
成
、幼
よ
り
穎
悟
、夙

に
紳
童
の
稱
有
り
.
不
幸
早
孤
、年
甫

て
十
三
、官

に
請
て
東
行
し
.都
下
の
名
士

に
就
て
學
ぶ
、是
を
以

て
其
の
業
・大
に
進
み
、頗
、肩
を
父
祺
に
駢

ぶ
.其

の
才
、詩
に
長
じ
、

尤
.詠
物
に
工
な
り
、出
丹
に
去
ふ
、「花
王
金
殿
錦
を
茵
と
爲
す
、豊

鬣
從
來
獨
、春
を
占
む
.全
盛
須
く
防
ぐ
べ
し

風
雨
の
炉
み
、嘗
て

聞
く
富
貴
其
の
身
を
害
す
」と
、看
棋

に
云
ふ
.『蝓
…氤
到
底
是
か
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ト

か
、兩
陣
相
對
し
て
妙
機
を
思
ふ
、
假
ひ
陳
李
白
帝

の
計
有
る
も
』



う
〔聯

懸晒

假

有
"陳

李

臼

帝

訐
叫奈

何

解

得

萬

重

園
.牽

牛

花

云
、閑

花

秋

至

政

盈
v籬
、深

碧

輕

紅

次

第

披
、乍

遇
昌

午

風
翩收
協玉

傘
嚇時

承
。朝

露
一捧
昌瓊

卮
肉不
》嬌

不
v笑

◎

尤

淨
、無
レ鑑

無
v香

默

自

奇
、可
γ怜

牛

郎

元
.薄

命
、生

涯

牛

日

僅

爲
γ期
、最

爲
昌淡

雅
嚇良

成

字

公

邇
、號
自艾

宇
嚇又

號
邑周

山
h九

山

先

生

之

孫

也
。
　

　
、

長

岡

俊

秀

字

子

眞
、號
"煥

齋
「余

同

藩

、江

戸

本

邸

入
.余

昔

年

東

遊

之

日
、論
レ交

言
v詩
、旦

夕

相

往

還
、

交

情

殊

親
、嘗

爲
v余

誦
昌初

秋

夜

坐

一
絶
婚云
、覺

得

今

,宵

露

華

重
、樹

間

蛛

網

似
昌珠

旒
嚇清

新

可
v愛
、起

承
、二

句
、今

全

忘
レ之
。

高

井

逑

久

號
5南

山
{以
昌經

學
一爲
昌本

色
{然

詩

亦

清

雋
、優

入
顧古

人

之

室
嚇
至
昌共

得

意

詩
嚇入
昌之

盛

唐

名

家

中
(誰

肯

辨
γ之

哉
.今

愛

録
6
一
二
酬示
ヨ其

非
昌虚

讃
鴫

　
　
　
　
　
木

石

園
詩

話

奈
何
ぞ
解
き

得
ん
萬
重
の
鴎
を
」、牽
牛
花
に
去

ふ
へ
閑
花
秋
至
て

政
に
籬
に
盈
づ
、
深
碧
輕
紅
弐
第
に
披
く
、
乍
、午

風
に
遇
て
玉
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ぜ

を
牧
む
、
時
に
朝
露
を
承
け
て
瓊
巵
を
捧
ぐ
.嬌
す

笑
は
す
心
尤

淨
し
、蠶
無
く
香
無
ぐ

歌
且
ら
奇
な
陳

怜
む
可
し
牛
郎
元
と
薄

命
、生
涯
牛

日
僅
に
耕

と
爲
す
』、最
、淡
雅

と
爲
す
、良

成
字
は
公

述
、艾
宇
と
號
す
、又
周
山
と
號
す
、九
山
先
生
の
孫
な
り
。

長
岡
俊
秀
、字
は
子
虞
、煥
齋
と
號
す
、同
藩
、江
戸
本
邸
の
人
、余
昔

年
東
遊
の
日
、文
を
論
じ
詩
を
言
ひ
、
旦
タ
に
相
往
還
し
、
交
情
殊

に
親
し
、
嘗
て
余
が
爲
に
初
秋
夜
幽

U
絶
を
誦
し
て
云
ふ
、「覺
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

、

得
た
ウ

今
宥
露
華
の
重
き
を
、
樹
間
の
蛛
網
珠
旒
に
似
た
り
』と

済
薪
愛
す
可
し
、起
承
二
句
、今
全
く
之
を
忘
る
。

高
井
述
久
、南
山
と
號
す
、
經
學
を
以
て
本
色
と
爲
す
、然
わ
ど
も

詩
も
亦
清
雋
、優
に
古
人
め
室
に
入
る
、
其
得
意

の
詩
に
至
て
.は
鳶

之
を
盛
唐
名
家
中
に
入
る
も
、
誰
か
肯
て
乏

を
辨
ぜ
ん
や
.
今
爰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
允
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……
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

也
、初

夏

偶

成

云
、陰

雨

欲
v晴

雲

爾

垂
、嶋

蛙

頻

聽

緑

池

泥
、憐

看

林

鳥

呼
v稍

日
、正

阜

園

梅

結
v實

時
、

春

盡

徴

風

簷

外

動
、花

墜

美

景

眼

中

移
、書

長

眠

熟

閑

窓

下
、几

上

吟

殘

一
卷

詩
、初

冬

書

懐

云
、論

レ丈
藝

苑

共

馳

驅
、百

事

無
v成

日

月

徂
、簷

外

楓

林

裁
ゼ錦

亂
、階

前

惹

草

帶
v霜

枯
衡

門

絶
レ客

常

闘

戸
、

蓬

髪

養
レ痾

空

擁
v爐
、切

切

唯

求

君

子

遘
、區

區

何

作

小

人

儒
、詠
v霜

云
、清

光

欺
8月

夜
晒寒

景

滿
乾

坤
「

鏤
y玉

千

門

琵
、敷
㌦
べ
五

畝

園
、菊

籬

花

改
v色
、屐

齒

逕

留
v痕
、憐

見

姑

驕

且
、忽

滔

朝

日

温
、巧

麗
可
v喜
。」

嘗

小

集

席

上

探
題

鬮
v韻

賦
梅

雨

新

墮

南

山

詩

先

成
、云
、自

日

濛

濛

幾

掩
v扉
、・即

今

堪
レ喜

捧

朝̀

輝
嚇

天

涯

雨

歇

雲

離
v嶺
、庭

上

泥

乾

蝶

曝
v衣
、迚
γ霽

園

梅

黄

倚

染
、成
レ陰

密

樹

緑

漸

園
、田

家

知

是

農

功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

に

噂
二
を
録
し
、共
虚
讃
に
非
る
を
示
す
、
初
夏
偶
成
に
云
ふ
魂
陰

雨
晴
れ
ん
と
欲
し
て
雲
尚
垂
る
、鳴
蛙
頻
に
聽
く
緑
池
の
淵
、
憐

み
看
る
林
鳥
稍

に
呼
ぶ
の
臼
、
正
に
是
れ

園
梅
實
を
結
ぶ
の
時
、

春
盡
て
微
風
簷
外
に
動
き
、
花
墜
て
美
景
眼
中

に
移
る
、
書
長
く

眠
熟
す
閑
憲
の
下
、几
上
吟
し
殘
す

一
卷
の
詩
」、初
冬
書
懷
に
云

ふ
、「文
を
論
じ
て
藝
苑
共
に
馳
齲
す
、箱
事
成
る
無
く
日
月
徂
く
、

簷
外
の
楓
林
錦
を

裁
し
て
亂
れ
、
階
前
の
意
草
霜
を

帶
び
て
枯

る
、
衡
門
客
を
絶
て
常
に
戸
を
關
ぢ
、
蓬
髪
痾
を
養
ふ
て
空
く
燼

を
擁
す
、切

々
唯
求
む
君
子
の
道
、區
々
何
ぞ
作

ら
ん
小
人
儒
一、
霜

を
詠
じ
て
云
ふ
為
清
光
月
夜
を
欺
く
、寒
景
乾
坤

に
滿
っ
、
玉
を
鏤

す
千

閂
の
瓦
、銀
を
敷

く
五
畝
の
園
、菊
籬
、花
。色
を
改
め
、屐
齒
、

逕
、痕
を
留
む
、憐
み
見
る
姑
く
驕

る
も
、忽
ち
滔
…え
て
朝
日
濫
な

り
』、巧
麗
喜
ぶ
可
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ウ

嘗
て
小
集
席
上
題
を
探
り

韻
を
鬮
し
、梅
雨
新
晴
を
賦
す
、南
山

の
詩
先
づ
成
る
、云
ふ
、「白
日
濛

々
幾
、扉
を
掩

ふ
、帥
今
喜
に
堪
え

た
り
朝
輝
を
捧
ぐ
、
天
涯
雨
歇
で
雲
、嶺
を
離
れ
、庭
上
泥
乾
い
て

蝶
衣
を
曝
す
、
霽
を
迎
え
て

園
梅
黄
徇
ほ
染
み
、陰
を
成
す
密
樹

線
漸
く
倒
む
、
田
家
知
る
是
れ
農
功
の
切
な
る
を
、老
婦
疏
を
摘



」
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8

、獅

切
、老

婦

摘
γ蔬

論
昌瘠

肥
鞠余

亦

和
昌其

韻
h得
昌七

律

一

首
h旬

餘

雨

滴

閉
昌閑

扉
嚇今

日

初

逢

紅

旭

暉
、蛛

網

工

成

經̀

=緯

度
、燕

雛

誤

落
齲棟

泥
.飛
、呼
"童

品
v水

、試

煎
v茗
、命
γ婢

乘
γ晴

便

晒
翫衣
、飽

食

朝

餐

時

霙
監箔
、黏

v苔
蝸

篆

獪

更

微
、雖
γ不
γ菟
瓢
兼
葭

倚
驫玉

樹
一之

誚
2

時

隨
v筆

書
v之
。

内

山

良

与

字

子

正
、號
編鶴

州
嚇本

藩

處

士
、才

氣

獨

繦
、人

以
驫出

藍
一稱
v之
、其

詩

雅

健
、甚

得
自晩

唐

Z

風

味
嚇初

夏

閑

居

云
、落

花

狼

藉

緑

芋

綿
、麥

畝

瓜

畦

傍
γ屋

連
,人

言

邊
v春

如
γ邃
γ友
、吾

甘

淌
v日

似
v淌
γ年
、

親

朋

到

處

蟯

薪

笋
門曉

月

沈

時

聞
昌杜

鵑
嚇養

拙

箇

中

娯

樂

足
、生

涯

不
磁敢

願
5紳

仙
嚇客

中

雨

後

瀋

凉

云
、梅

霖

欲
レ霽

未
昌令

晴
一炎

熟

恰

如
遡瓶

裏

烹
「向
v晩

濛

濛

憐

雨

脚
「有
v時

閣

閣

聞
昌蛙

聲

十

分

凉

氣

眠

　
　
　
　
　

*

看

園

詩

話

し
て
瘠
肥
を
論
ず
』、
余
も
亦
其
の
韻
に
和
し
、
七
律

一
首
を
得
た

り
、「旬
餘
雨
滴
て
閑
扉
を
閉
づ
、今
日
初
め
て
逢
ふ
紅
旭
輝
く
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ト
ン

蛛
網
工
に
經
緯
を
成
し
て
度
り
、
燕
雛
誤
て
棟
泥
を
落
て
飛
ぶ
.

童
を
呼
び
水
を
品
し
試
に
茗
む
煎
る
、
婢

に
命
し

暗
に
乘
じ
て

便
ち
衣
を
晒
す
、
朝
餐
を
飽
食
し
て

時
に
箔
を
裹
ぐ
.昔

に
黏
す

る
蝸
篆
獪
ぼ
更
に
微
な
り
」、籍
葭
、
玉
樹
に
倚
る
の
誚
を
兔
れ
ず

と
雖
、
一
時
筆
に
隨
ふ
て
之
を
書
す

内
山
良
方
、字
は
子
正
鶴
州
と
號
ず
、本
藩
の
處
士
、才
氣
獨
絶
、人
、

出
藍
を
以
て

之
を
稱
ず
、
其
の
詩
雅
健
、甚
だ

晩
唐

の
風
味
を
得

た
り
、初
夏
閑
居
に
云
ふ
、「落
花
狼
藉
緑
芋
綿
、麥
畝
瓜
畦
屋
に
傍

ふ
て
連
る
、
人
は
言
ふ
春
を
逡
る
は
友
を

逡
る
が
如
し
と
.
吾
は

甘
ん
す
日
を
浩
…す
る
は
年
を
淌
す
る
に
似
た
る
を
、親
朋
到
る
處

薪
笋
を
燒
き
、曉
月
沈
む
畔
社
鵑
を
聞
く
、養
拙
箇

の
中
娯
樂
足

る
、生
涯
敢

-
紳
仙
を
願
は
す
」、客
中
雨
後
溝
涼
に
云
ふ
、「梅
霖
霽

れ
ん
と
欲
し
て

未
だ
全
く

晴
れ
す
、炎
熟
恰
も

瓶
裏
に
烹
ら
る

が
如
し
、
晩
に
向

て
濛
々
雨
脚
を
憐
み
、時
有
て
閣

々
蛙
聲
を
聞

く
、
十
分
の
凉
氣
眠
稍
熟
し
、
}
段
の
清
風
體
始
め
て
輕
し
、
獨
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一コ
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甘
本

詩

話
叢

書

稍

熟
、
一
段

清

風

體

始

輕
、獨

立

難
レ貪

斯

冷

味
、呼
僑

來

鄰

叟
一共
・幽

情
舶

鶴

州

以
昌今

茲

辛
・卯

初

夏

將
v學
風于

浪

華
剛乃

集
5諸

友

於

其

亭
{請
8詩

若

交
嚇余

亦

與

焉
、諸

賢

佳

什
、粲

然

成
レ章
、余

席

間

賦

贈
、云
、勝

地

羨

君

遙

曳
γ笥
堪

γ嘆
塵

事

邃

難
ゼ
從
、明

朝

不
吊復

同
レ牀

語
嚇倶

惜

黄

昏

遼

寺

鐘
、後

過
儡旬

餘
嚇聞
罩鶴

州

到
唱浪

華
肉乃

寄

示

云
、

聞

君

萬

水

敗
嵐

波
コ

旦

計

成

離
昌舊

窶
肉雄

膣

到

邊

須
γ試
γ歩
,浪

花

景

色

近

如

何
。

遠

藤

覺

字

子

章
」江

戸

人
、以
γ醫

仕
昌
一
橋

侯
噛詩

才

高

邁
.絶

近
畠放

翕
剛初

冬

・即

事
去
、尭
レ檻

更

無

事
、只
,

因
己詩

料

忙
繭山

光

新

.著
レ雪
、樹

色

飽

經
レ霜
、風

冷

肌

生
γ粟
、天

塞

凍

透
γ裳
、家

貧

爐

火

乏
、袖
レ手

背
驫斟

陽
崩

初

冬

雜

興

云
、曉

來

風

力

冽
、新

著

舊

寒

裘
.霜

解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

貪
り
難
し
斯
の
冷
味
、鄰
叟
を
呼
び
來
り
て
幽
情
を
共
に
す
」。

鶴
州
、
今
茲
辛
卯
初
夏
を
以
て
.將
に
浪
華
に
學
ば
ん
と
す
湘乃
ち

諸
友
を
其
の
亭
に
集
め
、詩
若
く
は
丈
を
請
ふ
由余

も
亦
與
る
、諸

賢
佳
什
.粲
然
と
し
て
章
を
成
す
.余
」席
間

賦

膾
す
、云

ふ
↓勝
地

}羨
む
君
が
遙

に
筍
を
曳
く
を
、噬
ハす
る
に
　堪
へ
た
り

塵

事
…逐
に

從
ひ
難
き
を
、
明
朝
復
た
牀
を
同
う
し
て

語
ら
す
、倶

に
.惜
む
黄

昏
遠

寺

の
鐘
」、移
、旬
餘
を

過
ぎ
て
、鶴
州
西浪
華

に
到
る
と
聞
き
、

乃
ち
寄
示
し
て
去
ふ
、の聞
く
君
が
寓
水
風
波
を
敗
り
、
一
旦
計
成

て
欝
案
を
離
る
、
雄
勝
到
る
遽
須
ら
く

歩
を
試

む
ぺ
し
、
浪
花
の

景
色
近
ご
ろ
如
何
ん
」。
、

遠
藤
覺
、字
は
子
章
、江
戸
の
人
、.醫
を
以
で

一
橋

侯
に
仕
ふ
.詩
才

高
邁
.絶
だ
放
翕
に
近
し
、
祝
冬
即
事
に
云
ふ
魂
襤

に
凭
て
更
に
無

事
、只
、詩
料
の
忙
き
に
因
る
、山
光
新
に
畧
を
著
ド
、
樹
色
飽
ぎ
で

霜
を
經
、風
冷
に
肌
、粟
を
生
じ
、天
寒
く
し
で
凍
、裳
に
蔆
る
、家
貧

く
爐
火
乏
し
、手
を
櫓
に
し
て
斜
陽
に
背
く
」、初
冬
鵜
興
に
云
ふ
、

「暁
來
風
力
冽
な
り
宀新
に
薯
く
舊
寒
裘
、霜
解
け
て
屐
、土
に
膠
し
、



7絣

屐

膠
7土
、流

枯

舟

噛
γ洲
.菊

殘

孚

叢

雪
、楓

貯

一
枝

秋
、靜

掃

收
昌乾

葉
「手

親

暖
6渾

頭
触詠
γ雲

云
、天

公

何

事

忽

鎔
y銀
、萬

里

皓

然

無
.點

塵
譲

氣

逼
表

滔
昌酒

力
叫風

光

添
γ趣

惱
昌詩

人
触庭

前

鋪
ジ玉

清
y於
「月
、欄

外

散
y花

恰

似
μ春
、自

畫

林

巒

渾

不
レ辨
「
六

花

別

使
昌物

華

新
∵
鱈
二
、斜

整

隨
レ風

片

片

輕
、粘
v窓

拂
γ砌

入
昌書

鳫
内乾

坤

不

夜

星

垂
γ野
、日

月

未
v春

花

滿
γ庭
、凍

雀

亂

飛

搖
8折

質

餓

鴉

群

集

啄
轟寒

汀
「晴

來

更

有
唱山

川

景
「染

出

前

巒

松

栢

青
。

安

積

信

號
"艮

齊
嚇江

戸

人
、余

因
昌艾

宇
期得
γ誦
昌其

詩
鞠

秋

日

遊
雄木

母

寺

一云
、軒

中

杯

酒

美

堪
γ傾
、軒

外

風

光

畫

不
ぴ成
、潮

滿

淺

汀
蘆

牛

沒
、煙

深

曲

渚

鷺

孤

砺
、山

從
驫雲

際
口藍

光

出
、帆

隔
昌樹

榾
輔之

字

行
曽此

景

由

來
無
昌定

主
嚇儘

歡
趣吟

侶

濯
昌塵

纓
哺

　
　
　
　
　
.木

石

園
』詩

話

隙

流
枯
れ
て
舟
.洲
を
囓
む
、
菊
は
殘
す
孚
叢
の
雪
、楓
は
貯
ふ

叫
枝

の
秋
、
静
に
掃
ふ
て
乾
葉
を
牧
め
,手
つ
か
ら
親
ら
渾
頭
を
暖
む
」、

畧
を
詠
じ
・、
云
ふ
陰
天
公
何
事
か
忽
、銀
を
鎔
す
、萬
里
皓
然
點
塵

無
し
、
塞
氣
衣
に
逼

て
酒
力
を
消
し
.
風
光
趣
を
添

へ
て
詩
人
を

惱
す
、庭
前
玉
を
鋪
て
月
よ
り
も

清
く
、
欄
外
花
を

散
じ
て
恰
も

春
に
似
た
ウ
、
白
疂
林
密
渾
て
辨
ぜ
ず
、
六
花
別
に
物
華
を
し
て

新
な
ら
し
む
」、其

の
二
に
「斜
整
風
に
隨
て
片
々
輕
し
、
窓
に
粘
し

砌
を
拂
ふ
て
書
局

に
入
る
、
乾
坤
不
夜
星
、野
に
垂
れ
、
且
月
未
だ

春
な
ら
す
花
あ庭
に
滿
つ
、凍
雀
亂
れ
飛
で

折
竹
を
搖
か
し
、
餓
鴉

群
り
集
り
て
寒
汀
に
啄
む
、
晴
來
更
に
山
川
の
景
有
り
、
染
め
出

だ
す
前
巒
菘
栢

青
し
し。

安
積
信
、艮
齋
と
號
す
、江
戸
の
人
、余
、艾
宇

に
因
て
其

の
詩
を
誦

す
る
を
得
た
り
、秋
日
、木
母
寺
に
遊
ぶ
に
云
ふ
、
「蔚
申

の
杯
酒
美

傾
く
に
堪

へ
た
り
、
軒
外
の
風
光
聲
も
成
ら
す
、潮
滿
ち
て
淺
汀

蘆
牛
ぱ
沒
し
、
煙
深
く
し
て
曲
渚
鷺
孤
り

明
な
り
、山
は
雲
際
よ

り
藍
光
出
で
、帆
は
樹
梢
を
隔
て
丶
之
字

に
行
く
、
此

の
景
由
來

　
　
　
　
ぞ

定
.主
無
し
.儘
吟
侶
を
し
て
塵
纓
を
濯
は
し
む
」と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



㎜醐づ

～
　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

今

木

順

號
昌誑

齋
h余

僅

得
蜜過
昌漁

郵

七

絶

五

首
ハ情

景

最

眞
、實

合
昌我

心
ツ其

詩

云
、江

頭

雲

霽

斂
転烟

霏
剛

玉

樹

嬋

婿

水

洗
γ磯

過
v午

漁

村

無
=

事
蒙

家

待

レ日
曝
昌簑

衣
門其

二
、晩

煙

僅

起

兩

三

家
、水

涸

繋

舟

在
罷岸

渉
門枯

荻

風

寒

人

不
γ見
、
一
聲

漁

笛

夕

陽

斜
、

其

三
、屋

上

晒
v簑

牛

掩
v扉
、無

入

短

艇

寛
"暗

磯
一寒

聲

籔

籔

蒹

葭

臥
、認

得

漁

翕

買
v酒

歸
、其

四
、潮

進
昌

汀

洲
輯波

嚼
レ沙
、鳬

鴎

相

叫

夕

陽

斜
、漁

翕

日

暮

回

γ舟
去
、遘

指

青

窃

費

酒

家
、其

五
、傍
v水

茅

廬

西

叉

東
、乘
γ晴

漁

網

晒
轟寒

風
嚇晩

來

湖

面

釣

魚

艇
、多

少

璽

歸

玉

鏡

中
。

水

口

原
、京

師

人
、余

未
γ識
昌其

詩
期得
昌題

畫

五

絶
嚇云
、

風

生

雪

愈

密
、矮

店

一
燈

明
、漁

父

來

沽
レ酒
、凍

簑

脱

有
望聲
、極

爲
.尖

新
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

今
木
順
.刧
齋
と
號
す
南余
僅
に
漁
邨
を
過
る
七
絶
五
首

を

得

た

り
、情
景
最
貫
、實
に
我
が
心
に
合
ふ
、典
の
詩
に
去
ふ
、「江
頭
電
霽

れ
て
姻
霏
を
斂
む
、
玉
樹
嬋
娟
水
、磯
を
洗
ふ
、午
を
過
ぎ
て

漁
村

一
事
無
し
、家

々
日
を
待
て
簑
衣
を
曝
す
」、其
の
こ
4
晩
煙
僅
に
起

る
兩
三
家
、
水
涸
れ
て
繋
舟
岸
沙

に
在
り
、
枯
荻
風
寒
く
し
て
人

見
え
す
、
一
聲
の
漁
笛
夕
陽
剽
な
り
』、其

の
三
鵡
屋
上
簑
を
晒
し
て

孚
ば
扉
を
掩
ふ
、
無
人
の

短
艇
晴
磯

に
在
り
、
塞
馨
籔

々
蒹
…葭
臥

す
、認
め

得
た
り
漁

翕
の
酒

を
買
ふ
て
歸
る
を
』、其
の
四
《
潮
、汀

洲
に
進
み
て
波
沙
を
嚼
冖む
、
鳧
鴎
相
叫
ん
で
夕
腸
斜
な
り
、
漁
翕

日
暮
れ
て
舟
を
回
し
去
る
、
遙
に
指
す
青
窃
賣
酒
の
家
㌧
其
の
五
、

「水
に
傍
ふ
茅
蘆
西
叉
東
、
晴
に
乘
じ
て
漁
網
塞
風
に
晒
す
、
晩
來

湖
面
釣
魚
の
艇
、
多
少
爭
ふ
て
歸
る
玉
鏡
の
中
。

水
ロ
原
、京
師
の
メ
抽
余
未
だ
其
の
詩
を
識
ら
ず
、
題
豊
五
絶
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

た
り
、云
ふ
、「風
生
じ
て
雪
愈
密
、矮
店

鱒
燈
明
な
り
、漁
父
來
り
て

酒
を
沽
ふ
、凍
簑
脱
し
て
鑿
有
り
も、極
め
て
尖
新
と
爲
す
。



7酬

蒲

生

驥

宇

子

徳
、號
"春

汀
嚇叉

號
垂

赤

子
門天

資

聰

敏
、以
v醫

爲
勧本

業
嚇往

歳

浪
翫居

于

京

顫

研
.究

醫

業
門

七
。年

乎

茲
矣

、客

歳

頗

邃
γ業
、歸
ポ于

郷

里
苙

「志

用

γ意
盆

勵
、逾

欲
冨以

起
6家

組
嚇今

茲

之

首

夏
、甫

二

十

五
、中
齢酒

毒
"而

死
、故

余

似
γ詩

哭
レ之
、
一
聯
、言

則

及

γ之
、酒
毒

知

君

逾

作
γ崇
、睡

魔

愧

我

徒

過
γ生
、嗚

呼
、

天

早

奪
γ齒
、使
島素

志

不
ツ邃
、可
"深

惜
瞬矣

哉
、偶

録
昌記

憶

二

貢

使
v知
γ超
繍出

于

流

輩

也
、春

雨

云
、宜
レ萌

宜

鋸緑

不
v宜
γ花
、花

落

緑

生

萌

亦

加
、只

與
"蝶

蜂
一閑

夢

熟
、五

言

城

裏

適

煮
γ茶
、山

房

獨

酌

云
、丘

壑

有
ぴ縁

閑

代
γ忙
、自

炊

獨

酳

好

成
候常
、松

濤

應
レ鼎

茶

煙

翠
、

花

影

和
レ杯

酒

氣

香
、麋

鹿

容
レ盟

朝

護
レ砌
、嫦

娥

許

v偶
夜

分
γ牀
、飄

然

恰

似
ぴ荏
8仙

骨
唄
一
枕

醉

餘

無

我

郷
。

　
　
　
　
　
ホ
石

園
詩

話

蒲
生
驥
、字
は
子
徳
、春
汀
と
號
す
、又
亜
赤
子
と
號
す
、天
資
聰
敏
、

醫
を
以
て
本
業
と
爲
す
、往
歳
、京
師

に
浪
居

し
、醫
業
を
研
究
す
、

茲
に
七
年
な
り
.客
歳
、頗
、業
を
途
げ

て
、郷
里
に
歸
る
、志
を
立
て

　
　
　

　

ぐ

意
を
用
て
益
勵
む
、
邃
に
以
て
家
組
を
起
さ
ん
と
欲
す
、
今
鼓

の

首
夏
.甫
め
て
二
十
五
、酒
毒

に
中
り

て
死
す
、故
に
余
、詩
を
以
て

之
を
哭
す
、
一
聯
に
言
則
ち

之
に
及

ぶ
需酒
毒
知
る
君
が
途
に
祟

を
作
す
を
、
睡
魔
愧
づ
我
が
徒
に
生
を
過
ご
す
』、鳴
呼
、天
早
く
齒

を
奪

ひ
、素
志
を
し
て
途
げ
ざ
ら
し
む
、深
く
惜
む
可
き
か
な
、
偶

記
憶
せ
る

二
首
を
録
し
、
流
輩

に
超
出

せ
る
を
知
ら
し
む
、
春
雨

に
云
ふ
♪,萌
に
宜
く
緑
に
宜
く
花

に
宜
か
ら
す
、花
落
ち

線
生
じ

て
萌
も
亦
加
は
る
、
只
蝶
蜂
と
與
に

閑
夢
熟
す
、
五
言
城
裏
適
に

茶
を
燹
る
』、
山
房
獨
酌
に
云
ふ
、「丘
壑
縁
有
り
閑
、
忙
に
代
ふ
、自

炊
獨
酌
好
し
常
を
成
す
、松
濤
鼎
に
窿
じ
て
茶
煙
翆
な
り
、
花
影

杯
に
和
し
て
酒
氣
香
し
、麋
鹿
盟
を
容
れ
て
朝

に
砌
を
護
り
、
嫦

娥
偶
を
許
し
て
夜
、牀
を
分

つ
、
飄
然

と
し
て
恰
も
仙
骨
を

生
す

る
に
似
た
り
、
一
枕
醉
餘
無
我
の
郷
。

二
五



脚7

榊
　
　
　
　
　

日

本
詩

話

叢
霍

東

宗

伯
、江

戸

人
、工
昌詩

賦
嚇兼

妙
昌書

畫
嚇叉

善
昌篆

刻
嚇

四

方

好

事
、求
昌其

伎
一者
、腰

恆

滿
鳳戸

外
ハ余

嘗

有
二

面

之

識
蒸

未
v看
昌其

詩
門江

戸

余

藩

邸

士
、頃

付
矗便

郵

見
v投
昌其

集
q因

得
γ探
"其

深

奥
嚇今

擧
6其

尤

者

若

干

首
嚇墨

陀

看

花

云
一遍

歩
昌長

堤
"春

正

好
、香

風

無
・

處

不
昌花

枝
証

言

野

興

堪
v求
レ句
、卻

是

料

多

不
γ入

γ詩
、題
菖范
蠡

五

湖

圖
勵云
、
匹
絹

畫

出

遺

風

香
、烏

散

良

弓

知
v可
v藏
、
一
葉

扁

舟

委
7身

去
、青

雲

變

作
日白

雲

郷
墓

水

閑

行

云
、葛

巾

藜

杖

歩
萇

堤

遊

客

嬉

春

醉

似
γ泥
、試

問

青

宿

何

處

所
、樹

問

遙

見

杏

花

西
、寒

夜

云
、耽
レ詩

過
.孚

夜
n冷

透

更

重
レ裘
、弓

臥

全

難
γ睡
、北

風

飛
レ雪

不
、夜

坐

云
、衣

冷

眠

難
レ就
、寒

風

夜

巳

深
、時

看

紙

窓

月
、梅

影

直

千

金
、博

雅

風

流
一

可
賀以

檗
昌見

其

人
一矣
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

東
宗
伯
、江
戸
の
人
、詩
賦
に
工
な
り
、兼
て
書
瓮
に
妙
な
り
、
叉
篆

刻
を
善
す
、四
方
好
事
、其
の
伎
を
求
む
る
者
、履
恆
に
戸
外
に
滿

っ
、余
嘗

て

一
面
の
識
有
り
、然
ど
も

未
だ
共
の
詩
を
看
ず
、
江
戸

の
余
の
藩
邸
の
士
、
頃
ろ
便
郵
に
付
し
、
其

の
集
を
投
ぜ
ら
る
、因

て
其
の
深
奥
を
探
る
を
得
た
り
、今
其
の
尤
な
る
滴
若
干
首
を
擧

ぐ
、墨
陀
看
花
に
云
ふ
、
「遍
く
長
堤
を
歩
し

て
春
正
に
好
し
、香
風

處
と
し
て
花
枝
な
ら
ざ
る
は
無

し
.誰

か
言
ふ
野
興
句
を
求
む
る

に
堪

へ
た
り
と
、卻
て
是
れ
料
タ
く
し
て

詩

に
入
ら
す
』、范
蠡
五

湖
の
圖

に
題
し
て
去
ふ
魂
匹
絹
畫
き

出
し
て
遺
風
香
し
、
鳥
散
じ

て
良
弓
藏
る
可
き
を
知
る
、
一
葉
の
扁
舟
身
を

委
し
て
去
る
、
青

雲
は
變
じ
て
白
雲
の
郷
と
作
る
」、
墨
水
閑
行
に
去
ふ
内
葛
巾
藜
杖

長
堤
を
歩
ず
、
遊
客
嬉
春
醉
ふ
て
泥
に
似
た
り
、
試
に
問
ふ

青
宿

何
の
處
の
所
ぞ
と
.樹
聞
蓬
に
見
る
杏
花
の
西
』、塞
夜
に
云
ふ
或詩

に
耽
り
て
牛
夜
を
過
ぐ
、
冷
透
り
て
更
に
裘
を
重
ぬ
.
弓
臥
全
く

睡
り
難
し
、北
風
雲
を
飛
ば
す
や
不
や
」、夜
坐
に
云
ふ
卉
衣
冷
に
し

て
眠
に
就
き
難
し
、
寒
風
夜
巳
に
深
し
、時

に
看

る
紙
窓
の
月
、梅

影
直
ひ
千
金
」、博
雅
風
流
、以
て
其
の
人
を
槧
見
す
べ
し
。



了
罎

余

不
ぴ喜
氤律

體
嚇最

嗜
昌七

言

小

詩
肋故

所
「作

亦

最

多
.

然

至
昌其
.自

許

者
嚇則

千

百

之

中
、存
。十

ご
而

巳
、曩

余

著

百̀

絶
苡

貽
画識

者

之

誚
嚇今

再
轟録

其

逸

貴

使

擇
昌瑕
疵

之

所
'在

焉
、秋

日

江

邨

云
、江

邊

水

暖

遊

7魚

躍
、岸

下

風

寒

枯

柳

鳴
、曲

渚

煙

滔

潮

不
γ漲
、白

鴎

自

鷺

是

分

明
、牽

牛

花

云
、閑

花

含
ヴ露

満
轟籬

邊
内

朝

若
昌瓊

巵
一夕

似
v拳
、不
γ藉
"琉

璃

丹

筆

色
輕

紅

深

碧

自

天

然
、詠
v雪

云
、片

片

舞
壅

忽

徹
y肌
、風

光

添

.v趣
惱
昌吟

思
朔代
γ燈

熨

照

貧

生

膈
、入
γ獄

也

援

忠

士

飢
、邨

居

書
γ喜

云
、三

秋

勤
γ業

自

孜

孜
、稼

始

收

時

覺
昌體

疲
内耐
γ喜

今

年

年

尚

惡
、吾

家

官

賦

不
v過
γ期
、

秋

日

過
昌江

邨
鱒云
、夕

陽

牛

落

照
"李

渉
噛風

度

秋

聲

響
藕

葭
百

鷺

見
レ人

驚

起

去
、又

過
昌咫

尺
一立
驫蘆

花
嚇

出

房

待
γ凋

云
、扶
y笥

特

特

出
翁山

扉

獨

愛
昌凉

風
一立
"

　
　
　
　
　

木

宥
園

詩
嘉

余
律
骼
を
喜
ぱ
す
、
最
も

七
言
小
詩
を
嗜
む
、故

に
作
る
所
亦
最

　
　
　
　
　
　

ミ
ザ
ヵ
ラ

多
し
.然
ど
も
其
の
自

ら
許
す
髫

に
至
つ
て
は
、千
百
の
中
に
、十

一
を
存
す
る
の
み
、曩
に
余
、百
絶

を
著
し
、
以
て
識
者
の
誚
を
貽

す
.今
共
の
逸
す
る
者
を
再
録
し
、
暇
疵
の
在
る

所
を
擇
ば
し
む
.

秋
日
江
邨
に
云
ふ
、
「江
邊
水
暖
に
遊
魚
躍
る
、
岸
下
風
寒
く
し
て

枯
柳
鳴
る
、曲
渚
煙
消

へ
て
潮
漲
ら
ず
、白
鴎
自
鷺
是
れ
分
明
」、牽

牛
花
に
去
ふ
、
『閑
花
露
を
含
ん
で
籬
邊
に
滿

つ
、
朝
に
は
瓊
巵

の

若
く
夕
に
は
拳
に
似
た
り
、琉
璃
丹
筆
の
色
を
藉
ら
す
、輕
紅
深

碧
自
ら
天
然
h
雪
を
詠
す

る
に
云
ふ
、勹片

々
筌

に
舞
ふ
て
忽
ち
肌

に
徹
す
、風
光
趣
を

添
え
て

吟
思
を
惱
ま
す
、
燈
に
代

り
て
更
に

照
ら
す
貧

生
の
鵬
.獄
に
入
て
也

た
援
ふ
忠
士
の
飢
」、邨
居
喜
を

書
す
に
云
ふ
↓
三
秋
業
を
勤
め
て
自
ら
孜
々
、
稼

始
て
牧
る
時
軆

の
疲
る
を
覺
ゆ
、
喜
ぶ
に
耐

へ
た
り
、今
年
年
徇
ほ
悪
き
も
、
吾
が

家
の
官
賦
期
を
過
た
す
』、秋
日
江
邨
を
過
ぐ
る
に
云
ふ
.「夕
陽
牛

落
ち
て
耶
沙
を
照
ら
す
、
風
度
り
て
秋
聲

稿
葭

に
響
く
、
白
鷺
人

を
見
て
驚
て
起

ち
去
る
、
叉
咫
尺
を
遡
ぎ
て
蘆
花

に
立
つ
丶
山
房

月
を
待

つ
に
量
ふ
、「笥

に
扶
け
ら
れ
て
特
々
山
扉
を
韻
づ
、
獨
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
弋



戯

　
　

　
　

日

本

詩
話

叢
書

落

暉
嚇貪

見

溪

邊

鏡

樣

月
、不
7知

露

脚

飽

沾
γ衣
、看
昌

水

邨

寒

梅
.云
、欲
y覓

梅̀

花
"出
昌竹

扉
「水

隈

任
レ杖

逐
"

芳

醗
嚇滿

身

爲
v恐
唱暗

香

去
「袖

手

不
v嫌

雪

點
y衣
、春

日

村

居

云
q茆

屋

兩

三

擁
昌竹

林
嚇短

籬

從

所

有
昌差

參
嚇吾

家

近

貯

斯

新

富
、無

數

楽

花

滿

地

金
、惜
v春

云
、春

色

無

情

暫

不
v窮
、桃

花

流

水

去

怱

怱
、庭

前

莫
劔妄

許
俑來

往
門只

怕

兒

曹

損
驫落

紅
舶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
八

凉
風
を
変
し
て
落
暉
に
立
つ
、溪
邊
鏡
樣
の
月
を
貪
り
見

て
、
露

脚
の
飽

ま
で
衣

を
占
す
を
知
ら
す
』、水
邨
に
塞
梅
を
看
る
に
云

ふ
.「梅
花

を
覓

め
ん
と
欲
し
て
竹
扉
を
出
づ
、
水
隈

杖
に
任
せ
て

芳
誹
を
逐
ふ
、滿
身
、暗
香
の
去
る
を

恐
る
≧
が
爲
に
、袖
手
嫌
は

す
雪
衣
に
點
す
る
を
」、春
日
村
居
に
云
ふ
、
「茆
屋
爾
三
竹
林
を
擁

有

9
、吾
が
家
近
ご
ろ
貯
ふ
斯
の
薪
富
、
無
數
の
菓
花
滿
地
の
金
」、

す
、
短
籬
從
所
に
差
參
春
を
惜
む
に
云
ふ
、「春
色
無
情
暫
く
窮
ら

す
、桃
花
流
水
去

つ
て
忽

々
、庭
前
妄
に

來
往
を
許
す
莫
し
、只
怕

る
兒
曹
の
落
紅
を
損
す
る
を
しと
。

'

木

石

園

詩

話

大
尾
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